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Ⅰ 知識科学研究科の教育目的と特徴 

 

１ 知識科学研究科は、社会科学、情報科学およびシステム科学の３分野を中心とする幅広い「知」を

再編・融合した大学院教育により、高度な専門能力や研究能力を有し、総合的判断力と複数異分野で

の専門知識と技術を身に付けたいわゆる「π（パイ）型」人材を知識社会のパイオニアとして養成す

る。 

 

２ 具体的には、企業の企画、研究開発、新規事業創造などの部門、官公庁、国際機関、シンクタンク、

コンサルタント会社、非営利組織などで知識創造業務に従事する高度職業人を養成する。 

 

３ 東京サテライトキャンパスで開講している MOT（技術経営）コースでは、知識科学をベースに、実

践的問題の解決と科学的知識の創造を同時に行うアクション・リサーチを方法論として採用し、「経

営のわかるエンジニア」と「科学技術のわかるマネジャー」を養成する。 

 

４ 21 世紀を生き残るための知識創造，メディア創造に関する方法論，技法，技術およびノウハウを

修得し，企業・研究所等の即戦力となる優秀な人材を輩出する。 

 

 

【想定する関係者とその期待】 

 在学生および修了生だけでなく、修了生が働く産業界や大学、さらには本学が存在する地域社会の

様々な組織、例えば企業、市役所、小学校などの教育機関を想定する。在学生に対しては、1 人ひとり

のキャリア目的に応じた教育、修了生に対しては卒業後も様々な形で情報提供が期待されている。地域

の諸組織からは、様々な問題の解決に向けた教員と学生による調査研究が期待されている。 
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Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断 

 

分析項目Ⅰ 教育の実施体制 

(１)観点ごとの分析 

観点 基本的組織の編成  

 

(観点に係る状況) 

知識科学研究科では、総合的・体系的な教育研究を行うために、知識社会システム学専攻６講座、知

識システム基礎学専攻６講座を置いている。前者では、社会科学とシステム科学に基礎を置き、組織や

システム、それらにおける知的活動の在り方の探求と大規模複合問題への応用技術に関する教育を、後

者では、情報科学とシステム科学に基礎を置き、個人の知的活動のメカニズムを探求し、その支援シス

テムの構築に関する教育を行っている（資料 1-1（別添資料 P１－14）参照）。 

 

 さらに先端科学技術分野に係る学術研究の進展等に適切かつ柔軟に対応しながら教育研究を展開す

るために，上記の基幹講座のほかに，客員講座や連携講座を設置し、必要に応じて適宜見直している。 

 

 また、知識科学教育研究センターに，複数の分野にまたがる大規模・複雑な諸問題を，先端科学技術

の成果を用いて発見・解決するために先端的な情報環境を設置し、知識科学研究科と連携し先進的教育

を推進している。 

 

資料 1-1 研究科の組織編制（別添資料 P1-14 参照） 

 

観点 教育内容、教育方法の改善に向けて取り組む体制  

 

(観点に係る状況) 

 平成 18 年度に設置した教育改善 WG の活動を通じて，教育方法・内容の工夫改善に努めている。さ

らに、ファカルティ・ディベロップメント（FD）講演会（資料 1-2 参照）、新任教員研修、英語を利用

したテクニカルコミュニケーション研修(資料 1-3 参照)などの取り組みを通じて大学全体として FD に

積極的に取り組んでいるのみならず、平成 19 年度に研究科内でも FD 委員会を組織化し、独自の FD 講

演会や勉強会の実施、学生と教員が一緒になって学生満足度調査の立案を行っている (資料 1-4（別添

資料 P１－15）参照)。 

   

資料 1-2 FD 講演会の実施状況(平成 19 年度) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第１回 

日 時：平成 19 年 11 月 19 日（月）   
講 師：本学理事・副学長 

   ﾏﾃﾘｱﾙｻｲｴﾝｽ研究科教授 
題 目：「学生に対する危機対応、学生指導に関するマニュアル化等について 

－他大学における取り組み例－」 
「平成 17 年度採択『魅力ある大学院イニシアティブ』について」 

参加者：71 名 
  

第２回  
日 時：平成 20 年 2 月 25 日（月） 
講 師：愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室准教授 
題 目：「愛媛大学における FD の取組み」 

 参加者：46 名 
 
第３回  

日 時：平成 20 年 3 月 7 日（月） 
講 師：大分大学高等教育開発センター准教授 

  題 目：｢『だれのための FD？』－学生の学びを支援する FD のあり方について－」 
  参加者：30 名 
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資料 1-3 教員に対する英語研修（チュータリングサービス利用実績） 

 

 

 

 

     ※平成 19 年度の実績による。 

 

資料 1-4 研究科の FD 実施状況（別添資料 P1-15 参照） 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を大きく上回る 

(判断理由)  

 知識社会が必要とする人材を育成するための教育組織と教育内容を提供できる体制を構築している。

すなわち、知識経営と技術経営、知識ベースのシステムやメディア、社会や技術などのシステムを専門

とする教員がそろっている。 

 

 

分析項目Ⅱ 教育内容 

(１)観点ごとの分析 

観点 教育課程の編成  

 

(観点に係る状況) 

 高度の知識と応用力，幅広い視野と的確な判断力，コミュニケーション能力を備えた研究者，専門技

術者を養成するという教育目的の下で，Ⅰ）専門科目の階層化や複数の分野の設定，Ⅱ）共通科目，Ⅲ）

英語科目という枠組みに従い，それに適した授業科目を開設することにより，多様な学生が基礎から大

学院レベルまでを短期間に修得できる内容構成としている（資料 2-1（別添資料 P１－16）参照）。 

専門科目については，ⅰ）導入講義，ⅱ）基幹講義，ⅲ）専門講義・先端講義に階層化し，授業科目

を複数の分野に分類している。 

ⅰ）導入講義は，各分野の学部専門科目レベルに相当する内容を持ち，他分野出身者対象のための入門

的な講義として８科目を開講している。  

ⅱ）基幹講義は，当該分野の基礎的な知識を修得する内容としており、知識科学の基盤的知識を学習す

ることを目標として，社会科学系，情報科学系，システム科学系の３分野を中心にカリキュラムのコ

アとなる概論系５科目，方法論系６科目を開設している。

ⅲ）専門講義・先端講義は，各教員の専門性を背景にした講義であり，最先端の研究を反映した内容と

している。なお，専門講義は博士前期課程，先端講義は博士後期課程を対象としている。 

 また、21 世紀の知識社会を生き残るための知識とメディアの創造に関する方法論，技法，技術およ

びノウハウを修得し，企業・研究所等の即戦力となる優秀な人材の輩出を目的として平成 17 年から設

置した知識メディア創造コースでは、『知識創造システム方法論」、「メディア創造システム方法論」を

含む６科目を開講している。 

 

 研究指導においては，コースワークによって研究科及び専攻としての共通的な基盤を培った後に，専

攻分野に関する研究課題（主テーマ）と，隣接又は関連分野の基礎的な概念，知識，能力等も身に付け

させるために第二の研究課題（副テーマ）を各研究室において実施している。研究指導においても，学

生が幅広い視野を持てるように，複数の教員による指導体制を採用している。 

 東京サテライトキャンパスの JAIST-MOT コースは、知識科学をベースに新しいイノベーション・マネ

ジメントを構築しようとする意欲的な教育プログラムであり、経験豊富な社会人を対象に、「理論」と

「実践」の融合を基本方針として、我が国の文化・風土にあった新しい技術経営に挑戦している。技術

経営中核講義と知識科学中核講義、さらに知識科学研究科の一般講義で構成している。『イノベーショ

教授 准教授 助教 計

知識科学研究科 5 3 1 9

知識科学教育研究センター 4 0 0 4

計 9 3 1 13
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ン概論』、『知的財産マネジメント論』、一般講義の『マーケティング論』、『企業会計論』などの科目に

加えて、世界的にも新しい『戦略ロードマッピング論』や『サービス・サイエンス論』などの先端的科

目を提供している。また、統合科学技術コースをマテリアルサイエンス研究科と連携して設置している。 

 

資料 2-1 授業科目一覧（別添資料 P1-16 参照） 

 

観点 学生や社会からの要請への対応  

 

(観点に係る状況) 

本学では，社会人を対象に夜間・週末において授業等を開講するコースを東京サテライトキャンパス

おいて実施している。知識科学研究科では，知識科学を基盤とする「技術経営（MOT）」コースを開設し，

幅広い視野と見識を持った高度の技術経営のプロフェッショナルを育成している。このコースは，勤務

経験を有する社会人を対象としていることから，社会人が仕事と両立して学位を取得できるように，講

義時間は平日の夜間と土曜日の昼間に実施し、長期履修制度も採用している。また，知識科学研究科と

マテリアルサイエンス研究科による統合科学技術コースは、金沢市内において休日に講義を行い，社会

人に対する履修上の便宜を図っている（資料 2-2（別添資料 P１－19）参照）。 

 

資料 2-2 社会人を対象とする教育コースの概要（別添資料 P1-19 参照） 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を大きく上回る 

(判断理由) 大学院教育の実質化が本学の建学の理念であることから、研究科は組織的・体系的な教育

を提供しており、21 世紀 COE プログラムや現代 GPなど様々な競争的資金への申請では、いつも高い

評価を得ている。東京田町の MOT コースは、経済産業省が三菱総合研究所への委託事業として平成

18 年 度 に 実 施 し た MOT 教 育 プ ロ グ ラ ム に 関 す る 評 価 で も 高 い 評 価 を 得 て お り

（http://www.mot-info.jp/index.php?_action=pdet1&pid=55）、そのユニークな教育課程は他大学の

MOT コースとの差別化に成功し、入試面接で受験生が挙げる志望理由として挙げられることが多い。 
 

 

分析項目Ⅲ 教育方法 

(１)観点ごとの分析 

 

観点 授業形態の組合せと学習指導法の工夫 

 

(観点に係る状況) 

 知識科学研究科では，通常の講義に加えて，対話・討論を重視し，ケース・スタディによるディスカ

ッションとプレゼンテーションを取り入れた授業，充実した演習を提供するために十分な人数の TA を

配置した授業等を提供している。また，すべての講義にオフィスアワーを設け，学生に対する個別指導

を盛り込み，授業内容の理解を促進するよう努めている。 

 講義科目は，それぞれの科目の特性に応じて，演習や実習，フィールドワークなどの形態を取り入れ

て実施している。研究を行う上で必要となる基本的なスキルは，副テーマ指導に係る研修科目の中でも

行っている。 

 また，学習指導法の工夫として，講義は少人数で行い（基幹講義の１クラスあたりの受講者数は 29 人，

資料 3-1 参照），TA を活用している（資料 A1 2006 データ分析集：No.13.2 学生あたり TA 従事時間参

照）。 

本研究科では学生の出身学部が多岐にわたっており、さらに最近は社会人学生や留学生の数が増えて

いるので，学生の多様性が増している。そのような学生に異分野・異文化の人たちと協働する能力や異

文化・学際的コミュニケーション能力を身につけさせるために，グループワークを取り入れている。 

高度の知識と応用力，幅広い視野と的確な判断力，コミュニケーション能力を備えた研究者や専門技



北陸先端科学技術大学院大学知識科学研究科 分析項目Ⅲ    

－1-6－ 

術者を養成するという教育目的を達成するため，学生が自律的に学び，課題を探究することを支援し得

るシラバスを作成し，Web サイト上で公開しているほか，全学生，全教員に履修案内として配付してい

る。各講義科目の第１回目の講義の冒頭ではシラバスについて説明している。また，留学生への配慮か

ら英語版のシラバスも作成している（資料 3-2（別添資料 P１－20）参照）。 

授業科目の履修指導及び学位論文の作成等に関する研究指導を行うため，学生１人につき，主指導教

員，副指導教員及び副テーマ指導教員の３人の指導教員を定めている。主指導教員は学生が配属された

講座の教授が，副指導教員は当該講座の准教授が担当する。このうち，主テーマの指導は，学生が配属

された研究室の教員が行う。副テーマ指導教員は，主テーマに隣接あるいは関連する分野の基礎的な概

念や知識，その他の研究に必要な能力を身に付けさせる観点から当該専門分野以外の講座の教員が担当

しており，助教も教授会及び教育研究専門委員会の事前承認を経て，教授等と連携し，又は単独で副テ

ーマの指導を行っている。 

研究室の配属は，博士前期課程では入学時に履修計画書を提出し，研究室への仮配属を行う。その後，

学生は講義や研究者総覧等の資料，研究テーマ紹介，研究室訪問を通じて正式な配属先を希望し，６月

下旬に本配属が決定される。この本配属によって主指導教員及び副指導教員が決定する。また，副テー

マ及び副テーマ指導教員は 12月初旬までに決定する（資料 3-3（別添資料 P１－21）参照）。 

このような３人の指導教員による指導体制の下で学生は，修士論文に関する研究計画提案書を作成す

る。３人による研究計画提案書の審査に合格して初めて修士論文作成研究の開始が正式に認められ，当

該学生の主テーマが登録される。この研究計画提案書を提出するためには，基幹講義４科目以上（概論

系科目２科目以上を含む）を履修し，単位を得ていることを要件としている。 

学生の研究室における研究活動を支援するため，博士後期課程の学生を TA として採用し，主テーマ

補助や副テーマ補助に従事させている。また，博士後期課程の優秀な学生を RA として採用し，本学が

行う研究プロジェクト等の研究補助業務を行わせている。特に 21 世紀 COE プログラムが採択された平

成 15 年度以降，RA を大幅に拡充し，若手研究者としての研究遂行能力の育成と研究支援体制の充実・

強化を図っており，学生当たりの RA従事時間は全国平均を上回っている（資料 A1 2006 データ分析集：

No.13.2 学生あたり RA 従事時間参照）。 

 

資料 3-1 受講者の規模（平成 19 年度，単位：人） 

 

 

 

資料 3-2 シラバス（日本語・英語）の Web サイト上での公開（別添資料 P1-20 参照） 

資料 3-3 博士前期課程・後期課程のスケジュール（別添資料 P1-21 参照） 

 

観点 主体的な学習を促す取組 

 

(観点に係る状況) 

 講義外における学習を確保するため，本学の講義は原則として午前中の第１限，第２限のみ開講し，

午後からの第３限は，オフィスアワーとして時間割上講義を開かず，教員への質問，助教や TA を交え

た演習の時間としている。多くの講義でグループワークを奨励しており、学生だけのディスカッション

や協同調査を行っている。 

また，学生が自主的に講義準備や復習を行いうるように，シラバスには，教科書，参考書，講義計画

を掲載している。シラバスで指定された参考書は受講学生数に応じて，附属図書館に必要部数を配架し

ている。 

 学生 1 人ひとりにパーティションで区切られたブースに、デスクと PC が与えられ，研究科の各所に

ゼミ室や共同作業室（コラボレーションルーム）が整備され，自主的に学習・研究に従事する環境を整

備している（資料 3-4 参照）。 

さらに，附属図書館は 24 時間 365 日いつでも利用することができ，カリキュラムに沿った教科書・

参考書の整備や電子ジャーナルの提供，オンライン検索環境の整備が行われている（資料 3-5，3-6 参

照）。こうしたサービスは，ネットワークを通じて学外からも利用できる。学生の約６割が入居する学

導入講義 基幹講義 専門講義 先端講義
知識科学研究科 17.1 28.7 20.9 19.7
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生寄宿舎にも学内 LAN が整備されており，学生は寄宿舎からも本学のネットワーク環境を活用するこ

とができる。 

 その他，学生相互の情報交換の場としてのコミュニケーションルームや，学習の合間に勉学を忘れて，

心身ともにリフレッシュを図ることを目的としたリフレッシュルームが整備されている。 

 

資料 3-4 講義室，演習室，自習室等の整備状況 

 

 

 

 

 

 

 

資料 3-5 附属図書館入館者数(平成 19 年度) 
区 分 8:30～17:30 17:30～20:00 20:00～8:30 計 

教職員 3,751 599 837      5,187 

学 生 23,264 5,804 11,603 40,671 

一般利用者 10,217 2,169 2,234 14,620 

計 37,232 8,572 14,674 60,478 

 

資料 3-6 貸出状況(平成 19年度) 
教職員 学 生 一般利用者 計 

1,961 17,994 825 20,780 

 

（参考）講義区分ごとの単位修得率(%) 

 

 

 

 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を大きく上回る 

 

(判断理由)  
 講義と演習、グループワークを組み合わせる組織的な教育によって大学院教育の実質化が研究科

創設当時から実現しており、学生研究に対しても研究計画提案書の作成から最終審査に至るまで組

織的な指導・審査体制が構築されている。 

 

 

分析項目Ⅳ 学業の成果 

(１)観点ごとの分析 

観点 学生が身に付けた学力や資質・能力 

 

(観点に係る状況) 

本研究科の掲げる人材養成目標を達成するために，体系的な教育課程を編成するとともに，各授業科

目は厳格な成績評価を実施することで教育プログラムの質の保証を図っている。 

課程の中間時期に，所定の単位取得に合わせて，副テーマ研究及び研究計画提案書の審査を課し，こ

れを必須のプロセスとしている。また，博士後期課程の学位審査にあっては審査委員に学外の教員等を

加えるなど，学位論文の質を高めるための取組を行っている。 

このように，教育目標を反映した形で厳格なプロセス管理を行っていることを前提に学位授与の状況

を見ると，博士前期課程においては，85.3％の学生が，博士後期課程においては，49.1％の学生が修業

室数 面積(㎡) 室数 面積(㎡) 室数 面積(㎡) 室数 面積(㎡) 室数 面積(㎡)

5 391 4 435 12 684 22 4,247 9 387

その他

（注１）　施設利用状況調査（平成16年度実施）を基に作成

（注２）　「院生研究室」とは全学共用及び研究科共用以外のゼミ室等を言う

（注３）　「その他」には資料室，電算室，準備室等を含む。

講義室 輪講室 共同作業室 院生研究室

導入講義 基幹講義 専門講義 先端講義 全専門科目

知識科学研究科 81.5 86.1 88.6 69.5 85.4

注）単位修得率は、成績評価を受けた者のうち、単位を修得した者の割合を示す。
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年限内に学位を取得している（資料 4-1 参照）。 

 

資料 4-1 標準修業年限内での学位授与状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点 学業の成果に関する学生の評価 

 

(観点に係る状況) 

本学が実施する授業評価アンケートの項目の中には，「シラバスで期待した内容が授業で得られまし

たか」という設問があり，これによってシラバスで示された当該授業科目が目的とする成果が受講によ

って得られたかどうかを問うている。シラバスには受講によって得られる成果が明示してあることが前

提となるが，それについては「教員は学習の目標をはっきり示しましたか」という設問で対応している。 

 平成 19 年度における授業評価の結果では，まず学習の目標が示されているかどうかという問いに対

しては，５段階評価で４ 又は５ と回答した者の割合が 83.7％となっている。このことから，学生は

当該授業で得られる成果を認識して授業に望んでいたことが窺える。 

次に，シラバスで期待した内容が得られたかどうかという問いについては，４又は５と回答した者の

割合が 83.0％となっている。この結果は，学生自身がシラバスで示されたとおりの成果が得られたと

認識していることを表している（資料 4-2 参照）。 

 授業評価アンケートのほか，修了確定者を対象とするアンケート調査を行い，教育上の諸制度が有効

に機能しているかを検証している。平成 19 年度については，オフィスアワーについて 70%を超える者

から有意義であったとの回答を得たほか，研究指導についても主テーマ指導，副テーマ指導に対して「よ

かった」との回答がそれぞれ 85.7%，63.4%となった。また，修士課程が有意義であったかどうかにつ

いては， 85.7%が「有意義であった」と回答しており，教育上の成果を示す結果が得られている（資料

4-3 参照）。   

修了者数 修了者数

16年度 63 55 (87.3) 9 1 (11.1)
17年度 91 77 (84.6) 18 11 (61.1)
18年度 101 83 (82.2) 11 7 (63.6)
19年度 84 74 (88.1) 19 9 (47.4)
16-19計 339 289 (85.3) 57 28 (49.1)
（　）は当該年度における標準修業年限内での学位授与率（％）

うち標準修業年限
内での修了者数

うち標準修業年限
内での修了者数

博士前期課程 博士後期課程
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資料 4-2 授業評価アンケートの結果(該当項目のみ抜粋) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 4-3 修了確定者アンケートの結果（研究指導該当・オフィスアワー等該当部分） 
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 (２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を上回る 

(判断理由) 授業評価アンケートでは、研究科全体の平均がどの評価項目でも４以上になることが開設

以来ずっと続いており、修了確定者アンケートの結果からも、学生の評価はかなり高い。 

 

 

分析項目Ⅴ 進路・就職の状況 

(１)観点ごとの分析 

観点 卒業(修了)後の進路の状況 

 

(観点に係る状況) 

 博士前期課程では，最近５年間の修了者数に対する復職者を含む就職者の割合は，７割前後で堅調に

推移している。就職先は本社所在地が首都圏又は関西地区で全国的に展開している企業が中心となって

いる。また，前期課程修了者の進学率については，本学の博士後期課程を中心に 15％程度を確保して

おり，専門的な研究者の養成という目的に沿った成果が上がっている。 

 博士後期課程修了者の進路については，年度によって若干の差異は認められるものの，高度な専門知

識と研究能力が要求される民間企業の研究者や大学教員として活躍している（資料 5-1，5-2 参照）。 
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資料 5-1 博士前期課程修了者の進路状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 5-2 博士後期課程修了者の進路状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点 関係者からの評価 

 

(観点に係る状況) 

 修了生アンケートは，主として平成 11 年度から 16 年度に修了した者を対象に，本学の教育上の諸

制度が有意義であったかどうかについて５段階で尋ねた。その結果ほとんどの項目で５又は４との回答

が大勢を占めており（５又は４と回答した者は教育に関する項目の平均で約７割），特に幅広い分野の

履修や主テーマ研究の経験については 80%以上に達している。また，本学で学んだことが役立っている，

多様な経歴を有する者が入学している環境や修士課程の在籍に対しては，回答のあった者全員が有意義

であったと回答している（資料 5-3 参照）。 
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資料 5-3 修了生アンケートの結果（該当部分のみ） 

 

 

     

 

 

    
 

 

 

 (２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を大きく上回る 

(判断理由)  

 前期課程は、コンサルティング業界や IT 業界など研究科創設時に想定していた業界に継続的に人材

を送り出している。後期課程は大学教員になった卒業生や企業などの研究者を輩出しており、歴史の浅

い研究科としては健闘しているといってよい。

○修士課程に在籍したことは有意義

であった。 
○本学で学んだことが役立っている。 

○幅広い分野の専門科目の修得は 
有意義な制度であった。 

○主テーマ研究（研究過程と 
論文提出）は有意義であった。 

○様々な経歴の人が入学してくる環

境で学ぶことは有意義であった。 
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Ⅲ 質の向上度の判断 

 

① 事例１「分析項目 教育内容」 

知識科学研究科が東京田町のサテライトキャンパスで開講している技術経営（MOTコース）では、自

分や勤め先が抱えている問題を解決したいという学生や社会からの要請に応えるために、実務的な問題

の解決と同時に科学的知識の創造をめざすアクション・リサーチを推奨し、方法論として教えている。

その結果、多くの修士論文が勤め先に有用な研究成果を上げており、学生の満足度も高まっている。 

 

② 事例２「グループワーク教育の推進」(分析項目 教育方法) 

知識科学研究科では、創設当初からケースや時事的あるいは学術的なテーマについての学生グループ

によるディスカッションとプレゼンテーションを積極的に授業時間中あるいは授業時間外で行ってき

たが、その実績に上にグループワーク教育をさらに進めることを目的として、「グループワークによる

知識創造教育」というテーマで平成 19 年度大学院教育改革支援プログラムに応募し、採択された。こ

のグループワーク教育プログラムにより、グループワークをより積極的に活用し、学生がグループ KJ

法などの集団的知識創造技法を多くのワークショップで学びながら、異分野・異文化の人と協働しつつ

知識を創造する経験をもてるようになった。 

 

③ 事例３「学生向け公募提案型研究助成制度による知識創造体験」（分析項目 教育方法） 

上記のグループワーク教育プログラムの一部として、学生グループに地域の組織（行政、企業、小学

校など）との交渉、それらの組織の抱える諸問題を科学的に解決するアクションリサーチ・プロジェク

トのリサーチ・デザイン/助成申請書執筆、リサーチの実行（文献研究・フィールドワーク）、研究報告

書提出・プレゼンまでの一連の知識創造プロセスを、学生向け公募提案型研究助成制度を通じて体験さ

せている。 

 

④ 事例４「地元自治体との連携プロジェクトの推進」(分析項目 教育方法) 

平成 18 年度から、本学と地元自治体の能美市あるいは加賀市が地域の問題を協働して解決していこう

という学官連携協定に基づく学生プロジェクトが始まった。自治体から出された地域の問題に関心を持

つ学生がグループを形成し、教員の指導を受けながら、問題の分析と解決案の提示と実践をおこない、

主体的な学習に取り組んでいる。12 月になると、市役所職員の前で調査結果を発表するが、これまで

彼らから高い評価を得たプロジェクトが多く、その結果、継続されるプロジェクトも多い。 



��JAIST

 基幹講座［教育研究内容］  基幹講座［教育研究内容］

 連携講座［教育研究内容］  連携講座［教育研究内容］

知識システム基礎学専攻

社会環境システム
（国立環境研究所）

社会環境システムにおける知識の創造とマネ
ジメントに関する研究

客員教授：甲斐沼 美紀子、須賀 伸介
客員准教授：藤野 純一

知識ビジネス創造
（富士通）

ナレッジ・マネジメント

客員教授：田嶋 耕治
客員准教授：有馬 淳

知的生産システム
（日立製作所）

高度知的生産システム論

客員教授：北原 義典、酒匂 裕
客員准教授：長坂 晃朗

知能メディア
（国際電気通信基礎技術研究所）

客員教授：小暮 潔、安部 伸治
客員准教授：吉田 俊介

地域再生システム論
（内閣府）

客員教授：舘 逸志、御園 慎一郎

組織ダイナミックス論 組織の内部に存在する知識の実体とその
創造・蓄積・利用のプロセスを、多角的な
方法論により究明する教授：近藤 修司

准教授：遠山 亮子
助教：犬塚 篤

意思決定メカニズム論 人工物のデザインや設計における意思決
定のメカニズムを探り、創造的デザインを
可能にする思考過程の内容を明らかにす
る

准教授：永井 由佳里
助教：森田 純哉

社会システム構築論 社会的知識の創造・共有・活用のプロセス
に関する研究、そのプロセスを促進する新
しい社会システムの構築を行う教授：梅本 勝博

准教授：伊藤 泰信
助教：大串 正樹、末永 聡

創造性開発システム論 知識創造のための知識システムやグループ
ウェア環境の構築、それらを利用した知識
社会にふさわしい創造性支援システムなど
の研究を行う

教授：國藤 進
准教授：藤波 努
助教：羽山 徹彩、三浦 元喜

研究開発プロセス論 研究・技術開発で生じるイノベーションの
組織ダイナミックスとこれを推進する中核
的リーダーシップ、意思決定の問題の研究
並びにこれらを支援するシステムの構築を
行う

教授：井川 康夫
客員教授：西村 吉雄
助教：杉原 太郎

複合システム論 社会的・人的要因を含む大規模な複合シス
テムに関する問題を解決する方法論の導出
と、その方法論を用いたナレッジ・マネジ
メント実践を支援する情報システム構築に
関する研究を行う

教授：吉田 武稔
助教：堀井 洋

産業政策システム
（三菱総合研究所）

知識産業政策・組織・システム

客員教授：木村 文勝、奥田 章順

企業戦略システム
（野村総合研究所）

知識企業戦略・システム

客員教授：池澤 直樹
客員准教授：日戸 浩之

技術・知識マネジメント論
（産業技術総合研究所）

技術経営（MOT）に関する教育研究を推
進することによって、次の世代のイノベー
ションを担う人材を育成する

客員准教授：東 晴彦

産学連携マネジメント論
（経済産業省）

産業技術政策

客員准教授：菊川 人吾

知識創造論 知識創造方法論に関連して、生物医療・材
料科学・テキストウェブデータなど、複雑
で大規模なデータベースからの知識を発見
するための諸手法に重点をおいた研究を
行う

教授：ホー ツー バオ
助教：河﨑 さおり

知識システム構築論 情報や人間の関係を生態系として捉え、動
的環境における分散システムの原理を探る

教授：池田 満
准教授：林 幸雄

知識構造論 知識創造支援、ヒューマンインターフェー
ス、グループウェア、システム知識（知識
体系化）などの実践的研究および知識創
造理論の体系化などの基礎的研究を行う

教授：杉山 公造
准教授：由井薗 隆也
助教：小倉 加奈代

遺伝子知識システム論 大量かつ多種多様な生命情報を知識に変
換するための情報処理技術に関する研究

准教授：佐藤 賢二
助教：山本 知幸

分子知識システム論 自然科学的分析法・知にヒューマンベースの
考察も加えて、事象を正確かつ客観的に分
子レベルから分析・理解する知識創造活動
の場としての高等教育機関の知識創造性を、
科学を、科学計量学的分析により検討する

教授：本多 卓也

複雑系解析論 カオスやマルチエージェント等の複雑系解
析論および複雑系における諸現象をシミュ
レーション解析し、大規模複雑なシステム
の予測や制御にフィードバックするための
原理や方法論の研究を行う

教授：中森 義輝
准教授：橋本 敬
助教：ヒュン ナム ヤン、マ ティエジュ

基幹６講座／連携４講座

社会科学・システム科学に基礎を置き、組織やシステム、それらの間
における知的活動の在り方の探求と大規模複合問題への応用技術の開
発に関する研究を行います。

（基幹６講座／連携５講座）

自然科学・情報科学に基礎を置き、個人の知的活動のメカニズムを探
求し、その支援システムの構築に関する研究を行います。

知識社会システム学専攻

ksasaki
テキストボックス
資料1-1　研究科の組織編制

ksasaki
テキストボックス
（出典「国立大学法人北陸先端科学技術大学院大学概要2007」14頁）
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資料 1-4 研究科の FD 実施状況 
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 平成１９年度 FD 活動について 
知識科学研究科 

実施計画 実施状況 
1. 今年度中に研究科 FD委員会を組織する。 

 

 

2. 知識科学研究科出身で大分大学高等教育セン

ター講師として FD に携わっている尾澤重知

氏の講演会を開催する。 

 

3. 研究科の教員の授業における創意工夫を話し

合う会議を開催する。 

 

4. 国内外の授業テクニックに関する本を輪読す

る会を開催する。 

 

 

5. 学生参画型の授業についての研究会を組織化

し、学生と教員が協働して、グループ KJ 法ワ

ークショップによる授業改善に関するアクシ

ョン・プランを創る。 

 

6. 導入講義である実践的社会調査法で、授業に

対する学生の満足度調査を学生と教員が協働

しておこない、その結果を研究科の教員と学

生の間で共有し、解決案を共創する。 

 

7. 大学院教育改革支援プログラムで採択された

グループワークによる知識創造教育プロジェ

クトとして、授業の中にグループワークを積

極的に取り入れ、その経験を研究科会議で共

有する。 

１．2月 20 日の研究科会議で創設。メンバーは、

梅本、橋本、三浦、杉原。 

 

２．3月 7日に全学 FD 講演会として開催予定。 

 

 

 

３．次の４．で藤波准教授に話してもらう予定。 

 

 

４．10 principles of good teaching (Kember 2007)

をテーマに話し合うミーティングを 3月中に

開催する予定で日程調整中。 

 

５．参画型教育の権威である日本教育大学院教授

林義樹氏の講演を3月 19日の研究科会議の後

で開催し、翌日に学生と教員を集めてワーク

ショップを開催する。 

 

６．アンケート調査のたたき台は作成済み。それ

らを教員で検討し、パイロット調査をする予

定。 

 

 

７．グループワークの実施状況について研究科教

員にアンケート調査を実施中。 

 



４.２.１ 導入講義 

記号 授 業 科 目 名 開 講 時 期 担 当 者 摘 要 分野 MOTｺｰｽ 

Ｋ111 企業の経済学 1の1 遠山  ア 一般 

Ｋ112 社会統計学 1の1 Ho・河崎  ｱ,ｳ 一般 

Ｋ113 政策学入門 1の2 梅本･大串･末永  ア 一般 

2の2 杉原･伊藤  
Ｋ114 実践的社会調査法 

 杉原(MOT)  

ｱ,ｳ 一般 

Ｋ115 論理学 1の1 由井薗  ｱ,ｲ,ｳ 一般 

Ｋ116 数理アプローチ入門 1の1        2の2 林，山本  ウ 一般 

Ｋ117 英語（テクニカルコミュニケーション）Ⅱ E101 1の2     2の2 Mooradian  ― 一般 

Ｋ118 英語（テクニカルコミュニケーション）Ⅱ E102 1の2 Edwards  ― 一般 

Ｋ119 基礎プログラミング 1の1        2の2 三浦，羽山  ｲ,ｳ 一般 

Ｋ120 データ加工法入門 2の1 佐藤  イ 一般 

 

４.２.２ 基幹講義 

記号 授 業 科 目 名 開 講 時 期 担 当 者 摘  要 分野 MOTｺｰｽ 

1の2 2の1 梅本 
Ｋ211 社会科学方法論 

 梅本(MOT) 
選択必修科目☆ ア 知識 

Ｋ212 知識ベース方法論 1の1 池田 選択必修科目☆ イ 知識 

1の1 中森･杉山 
Ｋ213 システム科学方法論 

 中森(MOT) 
選択必修科目☆ ｱ,ｲ,ｳ 知識 

Ｋ214 知識処理方法論 2の1 國藤・由井薗 選択必修科目☆ イ 知識 

1の1 井川 
Ｋ215 イノベーション概論 

 亀岡，井川(MOT) 
選択必修科目★ ア 技術 

Ｋ217 物理科学概論 1の2 2の1 橋本，本多 選択必修科目★ ウ 一般 

Ｋ218 英語（テクニカルコミュニケーション）Ⅲ E301 1の1    2の1 Edwards 選択必修科目 ｱ,ｲ,ｳ 一般 

Ｋ219 英語（テクニカルコミュニケーション）Ⅲ E302 1の2    2の2 Edwards 選択必修科目 ｱ,ｲ,ｳ 一般 

Ｋ220 英語（テクニカルコミュニケーション）Ⅲ E303 1の1    2の1 Mooradian 選択必修科目 ｱ,ｲ,ｳ 一般 

Ｋ222 知識デザイン論 1の2 永井 選択必修科目★ イ 知識 

Ｋ223 認知科学概論 1の1 藤波 選択必修科目★ イ 一般 

Ｋ224 知的モデリング概論 1の2 林 選択必修科目★ ウ 一般 

Ｋ225 知識プログラミング方法論 1の1 金井 選択必修科目☆ イ 知識 

Ｋ227 Javaプログラミング 1の2 金井 選択必修科目☆ イ 一般 

Ｃ211 知識創造システム方法論 1の2 西本  ｲ,ｳ  

Ｃ221 メディア創造システム方法論 1の2 山下  ｲ,ｳ  

（注1）★印は概論系科目，☆印は方法論系科目を表す。 

（注2）知識メディア創造教育コースの科目のうち，C211とC221は，200番台の基幹講義科目として博士前期課程の修了 

要件に含めることができる。 
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資料2-1　授業科目一覧
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４.２.３ 専門講義 

記号 授 業 科 目 名 開 講 時 期 担 当 者 摘  要 分野 MOTｺｰｽ 

2の1 遠山 
Ｋ411 知識経営論 

 野中・遠山(MOT) 
 ア 知識 

2の1 伊藤 
Ｋ412 知識社会論 

 伊藤(MOT) 
 ア 知識 

 永田(MOT) 隔年開講 

Ｋ413 比較知識制度論 
集中講義 永田 隔年開講 

ア 知識 

Ｋ414 複雑系解析論  橋本 隔年開講 ウ 知識 

Ｋ415 知識システム論  國藤・三村・有馬(MOT)  イ 知識 

Ｋ416 物質知識論 1の2 本多  ウ 一般 

Ｋ417 知識創発論 2の1 Ho  イ 知識 

Ｋ418 知識表現論 2の1 杉山  ｱ,ｲ,ｳ 知識 

Ｋ419 企業科学  亀岡(MOT)   技術 

1の2 井川 
Ｋ420 研究開発マネジメント論 

 井川(MOT) 
 ア 技術 

1の2 吉田 
Ｋ421 システム思考論 

 吉田(MOT) 
 ｱ,ｳ 技術 

Ｋ422 知的財産マネジメント論  則近(MOT)   技術 

Ｋ423 産学連携マネジメント論  西村(MOT)   技術 

Ｋ424 技術標準化論  高柳･山田(MOT)   技術 

Ｋ425 戦略ロードマッピング論  亀岡(MOT)   技術 

Ｋ426 科学計量学  未定(MOT) 隔年開講  知識 

Ｋ427 デザイン創造過程論  永井・森田 隔年開講 イ 知識 

Ｋ430 技術ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ･ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ実践論  角(MOT)   技術 

Ｋ431 戦略的技術マネジメント論  原(MOT)   技術 

Ｋ432 知識・技術経営政策論  平澤(MOT)   知識 

1の2 近藤 
Ｋ433 ＭＯＴ改革実践論 

 近藤(MOT) 
 ア 技術 

Ｋ434 サービス･サイエンス論  亀岡(MOT)   技術 

Ｋ435 先端ナノテクノロジー概論  堀(MOT)   技術 

Ｋ436 先端バイオテクノロジー概論  佐藤(MOT)   技術 

Ｋ438 先端認知科学概論  藤波(MOT)   技術 

Ｋ439 新概念創生論  田浦(MOT)   技術 

Ｋ440 マーケティング論  鈴木(MOT)   一般 

Ｋ441 企業会計論  山口(MOT)   一般 

Ｋ442 JAIST-MOTオープンセミナー   ※１単位  技術 

Ｋ443 経営戦略論  遠山(MOT)   技術 

Ｋ444 デザイン認知論 2の1 永井・森田 隔年開講 イ 知識 

Ｋ445 メディア･インタラクション論 2の1 西本・小倉  イ 知識 

Ｋ446 経営組織論  犬塚(MOT)   知識 

Ｃ411 知識創造論 1の1 國藤・三村  ｱ,ｲ,ｳ  

Ｃ421 メディア創造論 1の1 宮田・椎尾  イ  

（注）知識メディア創造教育コースの科目のうち，C411とC421は，400番台の専門講義科目として博士前期課程の修了 

要件に含めることができる。 
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４.２.４ 先端講義 

第１表 

記号 授 業 科 目 名 開 講 時 期 担 当 者 摘  要 分野 MOTｺｰｽ 

2の1 井川 隔年開講 
Ｋ611 次世代技術経営特論 

 井川･佐久田(MOT) 毎年開講 
ア 技術 

Ｋ612 次世代知識経営特論  梅本 隔年開講※ ア 技術 

Ｋ613 複合システム特論 1の1 吉田･橋本 隔年開講 ｱ,ｲ,ｳ 知識 

Ｋ614 創発メディア特論  杉山・由井薗 隔年開講※ イ 知識 

Ｋ615 次世代知識システム特論 2の1 池田・有馬･北原･長坂･酒匂 隔年開講 イ 知識 

Ｋ616 生命知識特論  佐藤 隔年開講※ ウ 一般 

Ｃ611 先端知識創造特論 2の1 金井･小暮・安部 隔年開講 イ  

Ｃ621 先端メディア創造特論  宮田･永井･小暮･吉田 隔年開講※ イ  

（注1）講義は原則として英語による。                         （※は次年度開講予定） 

（注2）知識メディア創造教育コースの科目のうち，C611とC621は，600番台の先端講義科目として博士前期課程の修了 

要件に含めることができる。 

 

４.２.５ 共通科目 

記号 授 業 科 目 名 担 当 者 開 講 時 期 摘  要 単位数 

O11 人間科学 山田 友幸  ２ 

O13 企業経営 柳下 和夫  ２ 

O14 世界経済 岩本 武和  ２ 

O15 国際特許法 吉国信雄，大友信秀  ２ 

石垣 壽郎  ２ 
O16 科学哲学・科学史 

吉田 夏彦(MOT)  ２ 

O23 一般ビジネス論 清家 彰敏  ２ 

O24 一般メディア論 蓮見 智幸  ２ 

札野 順  ２ 
O26 科学技術者の倫理 

札野･大来･大場(MOT)  ２ 

赤坂・和田(MOT)  １ 
O27 

ベンチャー・ビジネス実践論Ⅰ 

ベンチャー・ビジネス実践論Ⅱ 赤坂・山口・和田・赤羽 

集中講義 

 ２ 

O28 先端科学セミナーⅠ  別途通知する  １ 

O29 先端科学セミナーⅡ  別途通知する  １ 

O33 英語(テクニカルコミュニケーション)Ⅰ E001 Edwards, Holden 1の1 1の2 2の1 2の2  ２ 

O34 英語(テクニカルコミュニケーション)Ⅰ E002 Mooradian 1の1 1の2 2の1 2の2  ２ 

O39 ロジカルシンキング 井門 良貴   ２ 

O40 学際コミュニケーション論 小林 他   ２ 

O41 技術経営入門 田浦 他   ２ 

O42 地域再生システム論    ２ 

O43 統合科学技術概論Ⅰ (未定)   ２ 

O44 統合科学技術概論Ⅱ (未定)   １ 

(注１) 共通科目は,主として学外講師による集中講義として行われる。開講時期は,原則として,９月とする。 

講義のコマ数は,原則として,５日間に集中して毎日３コマ合計15コマ行われ（計30時間）,そのうち14回が 

講義,１回が試験である。 

(注２) 履修の届け出及び変更については開講時期が確定した後に別途通知する。 

(注３) 「033」,「034」は,少人数（25名程度）で行う。 

(注４) 「028」,「029」の詳細については,本学ホームページの学内情報（教務関係）に記載する。 

(注５) 担当者欄に(MOT)と表記のあるものは，東京サテライトキャンパスで開講予定である。 

 

知識メディア創造教育コース 

分野 授業科目名 開講時期 担当教員 単位数 

C211 知識メディア創造システム方法論 １の２ 西本 ２ 知識メディア創造 

基幹講義科目 C221 メディア創造システム方法論 １の２ 山下 ２ 

C411 知識創造論 １の１ 國藤・三村 ２ 知識メディア創造 

専門講義科目 C421 メディア創造論 １の１ 宮田・椎尾 ２ 

C611 先端知識創造特論 ２の１ 金井・小暮・安部 ２ 知識メディア創造 

先端講義科目 C621 先端メディア創造特論 （西暦偶数年開講） 宮田・永井・小暮・吉田 １ 
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資料 2-2 社会人を対象とする教育コースの概要 
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（出典：「JAIST 大学案内 2007」23，25 頁） 
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I.情報科学研究科の教育目的と特徴 

 

1.優れた教育研究環境のもとで、情報に関する最先端の研究を背景に、高度の専門知識

を体得し、情報を基礎とするこれからの世界を担っていく指導的技術者・研究者を育

成する。 

 

2.この目的を達成するため、教育研究領域を (1)インフラストラクチ ャを形成する計

算機システムとネットワーク、(2) 安心と安全が保証できるユビキタス・コンピュー

タ社会を実現するための高信頼システム開発技術をになうソフトウェア科学、(3)言

語・非言語によるコミュニケーションの本質を追究する人間情報処理と (4)人工知能、

(5)将来の情報処理技術発展の基礎となる理論情報科学、の５つにまとめ、それら５

領域の連携により教育研究を推進する。 

 

3.上記 5 領域を広く学ばせるため前期においては 4 領域、後期においては 2～3 領域の

修得を義務づけ、また主テーマ指導教員とは異なる領域・分野での副テーマ研究を行

わせるなど、幅広い専門知識を身につけさせる。 

 

4.修士論文研究(課題研究を含む)、博士論文研究に着手する前に、研究計画提案書(リ

サーチプロポーザル)の提出を義務づけている。プロポーザルには、一定数以上の領

域の講義科目を修得していることを要件としており、精密なスケジュールと手厚い指

導体制により、修了生の品質を保証している。 

 

 【想定する関係者とその期待】 

  在学生および修了生からの直接の期待だけでなく、広く情報(IT)産業をはじめとした

情報処理技術を利用するあらゆる産業の要請に応えることを想定する。そのために、現

状技術からの要請だけでなく、将来の技術発展に対応できるよう、先導的かつ高度の専

門知識を体得し、指導的役割を果たす技術者・研究者を養成することが、関係者の期待

に応える道である。 
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Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断 

分析項目 I 教育の実施体制 

（１）観点ごとの分析 

  

   

 

  (観点に係る状況) 

(1)学生定員・現員を表 1-1 に示す。情報システム学専攻に収容数が偏っているのは、学

生の希望により専攻によらず修士研究の指導教員を選択できる制度としているからで

ある。 

 

表 1-1 学生定員・現員 

入学者 
専攻 

 

前期 後期 
収容現員 

定員 67 20 194 
情報処理学専攻 

現員 34 10 134 

定員 65 19 197 
情報システム学専攻 

現員 60 16 189 
注１）入学者の現員は、平成 19 年度入学者の総計。 
注２）定員、収容現員は平成 20 年３月現在。 

 

(2)教員組織の構成を表 1-2 に示す。専任・特任を含めて 35 名の教授・准教授により、

18 講座を運営している。情報科学センターの教員は本研究科のすべての教育(講義お

よび研究室における学生指導)に携わっている。          

 

表 1-2 教員組織の構成（平成 20 年３月現在） 

 教授 准教授 講師 助教 

専任教員 18* 14* ２ 19* 

特任教員 １ ２ - - 

客員教員 ７ ７ - - 
*情報科学センターとの兼務教員を含む 

 

(3)専任教員の配置を表 1-3 に示す。５領域にバランスよく配置している。特に力点を

おいているソフトウェア科学領域には特任教員を配置し層を厚くしている。 

 

  表 1- 3 専任教員の配置（平成 20 年３月現在） 

領域 教授 
特任 
教授 

准教授 
特 任 

准教授 
講師 助教 

システム・ネットワーク ４  ２   ４ 

ソフトウェア科学 ４ １ ３ ２  ３ 

人間情報処理 ３  ４  １ ３ 

人工知能 ３  ２  １ ４ 

理論情報科学 ４  ３   ５ 
注）領域は教育研究上の分野の区分を示しており、平成 20 年４月から講座制に 

代わる教員組織となる予定。  

 

観点 1-1 基本的組織の編成 
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(4)学内兼務教員数・学外兼務教員数を表 1-4 に示す。学内兼務は情報科学センターと

の兼務６名であり、学外兼務は(独)情報通信研究機構との兼務２名である。      

 

表 1- 4 学内兼務教員数（平成 20 年３月現在） 

 教授 准教授 助教 

学内兼務教員数 ２ ２ ２ 

学外兼務教員数 １ １ - 

 

    

 

  

 (観点に係る状況) 

研究科長を中心に FD を推進している。教員全員によるカリキュラム編成の議論を行

うなど，教員全員参加の場を設けている。講義階層の見直し、知識ユニットの再編成等

の成果をあげている。以下具体的に述べる。 

(1)研究科長を中心の FD 体制  

研究科会議(教員全員)によりカリキュラム編成、各講義のシラバス、教育改善に 

ついて議論の場を設けている。 

(2)内容・実施方法 

・新任教員を含めた合宿形式の FD 集会を開催 

・研究科の現状、単位認定水準の合意・確認 

・導入科目等他系出身者の教育問題を議論 

(3)内容の改善効果  

教員全員による議論は、導入・基幹・専門・先端講義科目の階層の見直し、各々の

階層の知識ユニットを全面的に見直し、修了要件改正の議論の元となっている。 

  

 

（２）分析項目の水準及び判断理由 

 （水準） 期待される水準を大きく上回る 

 （判断理由） 教育の実施体制は、領域のバランス、教員の配置ともに、研究科の教育目

的を達成するに極めて適切は水準にある。また、教育内容に関する教員間の

コミュニケーションも良好である。また、教員構成も変化に即応している。 

       修了生の就職先企業からの大学院教育への期待は、基礎力の教育、工学的

な見方、仮説・展開・実証の流れの体得、論理的思考にあり、これらの要求

に応えるカリキュラム・研究指導体制となっている。（資料 5-2（別添資料

P2-22）参照） 

 

資料 5-2 主要就職先インタビュー調査結果（別添資料 P2-22 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 観点 1-2 教育内容、教育方法の改善に向けて取り組む体制 
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分析項目Ⅱ 教育内容 

（１）観点ごとの分析 

 
    

  

  (観点に係る状況) 

進度に応じた階層的講義編成、アイウエオの５領域に分けた領域構成、階層と領域と

で示された修了要件等、体系的な教育課程を編成している。 

(1)教育課程の体系的編成（資料 2-1（別添資料 P2-14）参照） 

       ・進度に応じた階層構成 

           導入講義科目・・・他系出身者のための基礎科目 

           基幹講義科目・・・前期課程のコアカリキュラム 

           専門講義科目・・・前期・後期課程向き 

           先端講義科目・・・後期課程向き  国際コースにも対応(英語で講義) 

      ・分野を「ア」「イ」「ウ」「エ」「オ」の５領域に分類 

          「ア」理論情報科学、「イ」人間情報処理、「ウ」人工知能 

          「エ」システム・ネットワーク、「オ」ソフトウェア科学 

  (2)授業科目の内容・配置(教養、専門、必修、選択の配当) 

       修了要件として、 

        前期課程で修士論文研究を選択した場合、共通科目を含めて 10 科目 20 単位、          

導入・基幹・専門・先端講義科目で、４分野８科目 16 単位の選択必修（導入講義

科目は３科目まで）。前期課程で課題研究を選択した場合、共通科目を含めて 13 科

目 26 単位、導入・基幹・専門・先端講義科目で、４分野 11 科目 22 単位の選択必

修（導入講義科目は３科目まで）。             

   後期課程の場合、基幹・専門・先端講義科目で、２分野５科目 10 単位の選択必修。 

 

資料 2-1 授業科目一覧（別添資料 P2-14 参照） 

 

   

  

  

   

(観点に係る状況)  

他専攻科目の履修、他大学との単位互換、科目等履修、社会人向けコースの開設を行

っている。また学生のキャリア教育に応えるため新教育プランへの対応を行っている。 

 (1)他専攻の履修登録、単位修得（表 2-2 参照） 

統合科学技術コースの開設(副テーマ指導研究科の専門科目の修得) 
 

表 2-2 他研究科の履修・副テーマ指導（平成 16-19 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点 2-1 教育課程の編成 

観点 2-2 学生や社会からの要請への対応 

他研究科科目受講者数 1 2 2 5 10

副テーマ研究の実施 3 9 5 2 19
注）受講者数は，延べ人数。

注2）「北陸地区」は，金沢大学，金沢工業大学との単位互換協定によるもの。
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(2)他大学との単位互換、科目等履修（表 2-3 参照） 

工学系 12 大学との遠隔教育単位互換、金沢大学、金沢工業大学との単位互換 

 

表 2-3 単位互換の実績（平成 16-19 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

(3)社会人向けコースの開設（表 2-4 参照） 

田町サテライトキャンパスでの組込みシステムコース（博士前期・後期）、 

先端 IT 基礎コース（博士前期・後期）の開設（資料 2-5（別添資料 P2-17）参照）。 

 

表 2-4 各教育コース在籍者数(平成 20 年 3 月現在) 

  博士前期課程 博士後期課程 

組込みシステムコース 13 12 

先端ＩＴ基礎コース 4 3 

 

資料 2-5 教育コースの概要（別添資料 P2-17 参照） 

 

(4)新教育プラン対応のカリキュラム改正中(平成 20 年度より実施) 

留学プログラム、キャリア教育・インターンシップ（資料 2-6(別添資料 P2-19)参照）。 

 

資料 2-6 新教育プランの概要（別添資料 P2-19 参照） 

 

（２）分析項目の水準及び判断理由 

   （水準） 期待される水準を大きく上回る 

   （判断理由）学則に定める修了要件(20 単位あるいは 26 単位)の中で、幅広い分野と階

層的な専門科目の設定により、研究科の教育目標を達成している。また、分

野横断的なコース設定、社会人向けの特定分野コースの開設、他大学の単位

互換等、学生のニーズにも応じている。 

       修了生の就職先企業も。幅広い基礎力、工学的な見方、論理的思考能力の

獲得に期待している。修了後 10 年を経過した修了生からもこれら能力の修得

に効果があったと評価を受けており、本研究科の教育内容の優れていること

が実証されている。（資料 5-2（別添資料 P2-22）参照） 

 

資料 5-2 主要就職先インタビュー調査結果（別添資料 P2-22 参照） 

 

 

 

 

 

 

他大学科目の本学
受講者数（人）

本学科目の他大学
学生受講者数（人）

北陸地区 5 5

工学系 13 20

計 18 25
注1）「北陸地区」は，金沢大学，金沢工業大学との単位互換協定によるもの。

注2）「工学系」は，国立大学の工学系12大学との遠隔教育単位互換協定によるもの。

注3）受講者数は平成16～19年度の総計で延べ人数。
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分析項目Ⅲ 教育方法 

（１）観点ごとの分析 

    
  

  

 (観点に係る状況) 

(1)８週間 15 回の講義、少人数教育の実施、演習問題の出題、TA の活用、オフィスア

ワーの活用をしている。 

(2)全講義のビデオ採りをして復習用教材を充実している。 

  (3)基幹講義・専門講義はすべて専任教員が講義を担当している。 

(4)研究指導については、複数指導制、主テーマ・副テーマからなる複数テーマ制を採

っている。 

(5)また、修士研究・博士研究開始時には研究計画提案書の提出を義務付け、修士にあ

っては中間発表を、博士にあっては論文骨子の提出、予備審査を行うなど、学位取

得に対してきめ細かなスケジュールを定めている。  

以下、授業形態と指導方法の工夫について具体的に述べる。 

 

(1)講義、実習等のバランス・組み合わせ 

        基幹講義のほとんどは、講義期間８週間(15 回の講義)のうち、週あるいは隔週に

演習問題を出題。オフィスアワーの時間を利用して演習を実施。 

 

(2)指導体制(TA・RA の採用状況) 表 3-1 に示す。 
 

表 3-1 TA・RA の採用状況 

 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 

TA を利用した講義数 34 30 35 

TA の採用数 37 25 27 

RA の採用数 7 9 20 

 

   (3)授業形態(講義室、ビデオ教材) 

      ・少人数講義を実施(基幹講義は年２回開講) 

      ・導入講義には Web 教材を作成（田町社会人向けコース対応） 

      ・全講義をビデオ採りして復習用教材として提供 

 

   (4)科目別履修登録者数と専任教員の配置（表 3-2 参照） 

      ・導入・基幹・専門講義はすべて、先端講義の大部分は専任教員（特任教員を含む）

が開講 

・先端講義の一部は外部講師（連携講座の客員教授・准教授）により実施  
  

表 3-2 専任教員科目担当状況(平成 19 年度)               

科目区分 科目数 専任教員 特任教員 

導入講義 7 7(100.0) 0(0) 

基幹講義 16 15( 93.8) 4(25.0) 

専門講義 12 12(100.0) 1( 8.3) 

先端講義 9 8( 88.9) 2(22.2) 
 注 1）リレー方式による講義が一部含まれるため，専任及び 

特任教員の担当科目の和は「科目数」と一致しない。 
 注 2）組込みシステムコース，先端 IT 基礎コースの科目を除く。  

注 3）隔年開講科目は，平成 19 年度開講科目のみをカウント。 

観点 3-1 授業形態の組合せと学習指導法の工夫 
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 (5)研究指導の体制・方法（資料 3-3（別添資料 P2-20），資料 3-4（別添資料 P2-21）
参照）  

      ・前期課程は、入学２ヶ月後本人の希望と受け入れ能力を勘案して指導教員を決定 

      ・複数(3 人)指導制: 主指導教員、副指導教員、副テーマ指導教員 

                  主テーマ指導教員(主指導教員、副指導教員のいずれか) 

                  副テーマ指導教員（主テーマとは異なる分野） 

・前期課程のスケジュール 

１年次に副テーマ。１年次末に研究計画提案書の提出、 

２年次央に中間発表、２年次末に修士論文審査。 

・後期課程のスケジュール 

１年次末に研究計画提案書の提出、 

２年次末を目処に副テーマ、３年次初頭に論文骨子の提出 

３年次秋に博士論文予備、３年次末に博士論文審査 

 

資料 3-3 博士前期課程スケジュール（別添資料 P2-20 参照） 

資料 3-4 博士後期課程スケジュール（別添資料 P2-21 参照） 

 

 

 

 

  

 (観点に係る状況) 

単位の実質化(授業時間外の学習時間の確保、組織的な履修指導、履修登録の制限)を

図り、時間割編成では専門科目はすべて午前中に配置し、午後はオフィスアワーに当て

学生の予習・復習の時間を十分採っている。また、年度始めに課程に応じた履修計画を

提出させ、計画に基づく履修登録をさせている。複数回開講科目の同一年度内再履修は

許可制をとっており、安易な学習態度での履修を制限している。 

 

（２）分析項目の水準及び判断理由 

   （水準） 期待される水準を大きく上回る 

   （判断理由）講義、演習、オフィスアワー等，学生に十分な学習機会を与えている。ま

たテーマ指導に関しては主テーマ・副テーマの複数テーマ制を採っているこ

と、主テーマは、一定の単位取得要件を満たしたあと、研究計画提案書の提

出を義務付け、前期課程の場合、中間審査、最終審査のステップが、後期課

程の場合、論文骨子提出、予備審査、本審査のステップが明確にされている。 

       主要就職先で修了後 10 年経過した修了生によれば、講義とレポートの厳し

さ、工学的な見方、情報科学の基礎が修得できたことが、現在の仕事にも生

きているとの証言がある。（資料 5-2（別添資料 P2-22）参照） 

 

資料 5-2 主要就職先インタビュー調査結果（別添資料 P2-22 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 観点 3-2 主体的な学習を促す取組 
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分析項目Ⅳ 学業の成果 

（１）観点ごとの分析 

    
 

 

   (観点に係る状況)  

修了時の達成すべき能力・人材像への教育成果について表 4-1 に示す。 

入学者の内 90％が１年次修了までに４分野の科目修得を達成し、そのほとんどが２年

以内に専門科目修了要件を達成できている。 

しかし単位要件を満たしながら 20％弱の者が標準年限である２年以内に修士論文研

究を完遂できていない。スクーリング重視の観点からはカリキュラムは効果をあげてい

る。２年以内の修了ができない者がいることは、それだけ専門科目修得要件を満たすこ

とが困難であることを示している。 

 

表 4-1 修了時の達成すべき能力・人材像への教育成果 

 入学者数 分野達成者数* 専門達成者数** 修了者数*** 

平成 16 年度 134 118 115 94 

平成 17 年度 115 104 100 83 

平成 18 年度 105 93 93 75 
* 「分野達成者」は１年次終了時に４領域の科目を修得した者の数。 

**「専門達成者」は２年以内に専門科目要件８科目 16 単位を修得した者の数。 

***「修了者数」は、当該年度入学者のうち、標準年限(２年)での修了者数（ただし，平成 18 年度  

入学者に係る修了者数は平成 20 年３月修了者のみ）。 

 

 

 

   (観点に係る状況) 

進級・修了時の、達成すべき能力・人材像への学生の満足度を修了時アンケート調査

結果に基づき示す（表 4-2 参照）。 

(1)４分野必修制 

広い分野の修得の重要性は概ね理解されている。社会へ出てからの必要性を理解し、

積極的に評価する意見もある。 

(2)複数テーマ制 

  複数テーマ性の意義が学生に十分理解されるとは言い難い。副テーマの実施方法に

は改善の余地がある。 

(3)オフィスアワー 

演習、TA の活用等で好評価を得ている。 

(4)研究計画提案書 

研究開始が２年次初頭となることに不満は多い。スクーリング重視に対する学生の

理解が十分とは言えない。 
 

観点 4-1 学生が身に付けた学力や資質・能力 

観点 4-2 学業の成果に関する学生の評価 
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表 4-2 修了時の満足度の調査結果 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）分析項目の水準及び判断理由 

   （水準) 期待される水準を上回る 

   （判断理由) 教育課程の効果は、十分成果が上がっていると判断されるが、修了時の調

査結果では学生には諸制度が十分理解されているとは言いがたい。しかしな

がら、過去に行われた修了後３年経過した時点での調査によれば、新しい業

務に取り組む上で、４分野必修制、複数テーマ制は、非常によい経験となっ

たという高い評価を受けている。 

 

分析項目Ⅴ. 進路・就職の状況 

（１）観点ごとの分析 

    

   

  (観点に係る状況) 

  修了時の達成すべき能力・人材像、修了後の進路・就職の状況を表 5-1 に示す。 

   情報機器の製造業である電機情報分野だけでなく、その他の製造業へと就職先が広

がっている。また、情報サービス業を含むソフトウェア開発企業への就職が最も多いの

は、情報技術の広がりから社会の需要に応えたものと言える。近年の傾向として製造業

への増加を、情報サービス業を含むソフトウェア開発企業への減少が続いており、製造

業復権の傾向が見られる。 

    

表 5-1 業種別就職状況 

 

 

 

 

 

 

*情報サービス業を含む  #過年度学生を含む 

 

 

 電機情報 他製造業 通信業 ソフト* その他 復職 進学 計# 

Ｈ16 年度 28 7 5 51 7 1 15 114 

Ｈ17 年度 29 11 3 44 8 0 10 105 

Ｈ18 年度 32 16 8 33 4 3 19 115 

Ｈ19 年度 39 15 7 15 3 2 4 85 

観点 5-1 修了後の進路の状況 

とても良い 良い
どちらとも言え
ない

悪かった
非常に有意義で
あったと思う

有意義であった
と思う

どちらとも言え
ない

有意義であった
と思わない

幅広い分野の修得(%) 30.2 52.4 14.3 3.2 28.8 64.4 6.9 0.0
副テーマ制(%) 17.5 41.3 27.0 14.3 21.6 44.6 23.0 10.8
オフィスアワー(%) 38.1 41.3 17.5 3.2 14.5 43.5 34.8 7.2
研究計画提案書(%) ― ― ― ― 35.1 45.9 12.2 6.8
注）修了確定者アンケートでは研究計画提案書についての設問を設けていない。

修了確定者アンケート
（平成19年の修了確定者に対し平成20年３月に実施） （平成11～16年修了者等に対し平成17・18年に実施）

修了生アンケート
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(観点に係る状況) 

達成すべき能力・人材像と、関係者(修了生、就職先)からの評価を資料 5-2（別添資

料 P2-22 参照）に示す。 

わが国を代表する電機情報系企業や大手通信キャリアの採用部門の評価も高い。 

 

資料 5-2 主要就職先インタビュー調査結果（別添資料 P2-22 参照） 

 

 

（２）分析項目の水準及び判断理由 

  （水準) 期待される水準を上回る 

  （判断理由) 電機情報大手、ソフト開発大手、通信業等、わが国を代表する企業から継

続的な求人が来ており、また例年継続的に採用されている。本研究科の教育成

果を評価しているものと考える。 

 

 

観点 5-2 関係者からの評価 
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Ⅲ. 質の向上度の判断 

①事例 1 教員全員参加のカリキュラム改善 (実施体制)  

平成 20 年度より実施する新カリキュラムの編成を教員全員参加の体制で実施。検討グ

ループを５領域に分け、領域毎に基幹科目、専門科目の知識ユニットを整理し、講義科

目の設定や、各講義のシラバスをグループ討議で検討した。 

結果は表Ⅲ-1 に示す。 

 

表Ⅲ-1 平成 19 年度のカリキュラム改善の結果 

 旧カリキュラム 新カリキュラム 廃止講義数 新設講義数 

導入講義科目 9 8 1 2 

基幹講義科目 16 15 4 3 

専門講義科目 21 24 8 11 

先端講義科目 17 11 7 1 

 

②事例 2 社会人向けコースの開設 (教育内容)   

  平成 17 年度 10 月より東京サテライトキャンパス(田町)において組込みシステム大学

院コース博士後期課程を、平成 18 年４月より同じく博士前期課程を、更に平成 19 年４

月より先端 IT 基礎コース博士前期・後期課程を開講した。 

平成 19 年５月現在在籍学生数は表Ⅲ-2 の通りである。 

 コース専門科目の概念を設け、一般コースと同水準の修了要件を課しており、課程制

修士・博士の品質を保っている。講義は、金曜日夜間、土曜日・日曜日全日に行い社会

人が勤労をしながら学位取得が可能な形態をとっている。 

 

表Ⅲ- 2 各教育コース在籍者数（平成 20 年 3 月現在） 

  博士前期課程 博士後期課程 

組込みシステム大学院コース 13 12 

先端ＩＴ基礎コース 4 3 

 

③事例 3 全講義のビデオ収録 (教育方法) 

本学および田町キャンパスで開講されるすべての講義(導入・基幹・専門・先端・コー

ス専門講義科目)はビデオ収録されている。                                      

収録後復習用に随時視聴できる。また過去の収録講義によって予習も可能である。 

 

④事例 4 社会人のためのＷｅｂベース講義 (学業成果)   

田町開講の社会人向けコースにおいては、社会人の勉学の利便を図るため導入講義科

目３科目を Web ベース講義で開講(年２回期間限定)している。 

単位認定は開講後２回の試験で行っている。単位認定の基準は厳格であり単位修得状

況は表Ⅲ-3 のとおりである。

 

表Ⅲ-3 Web ベース講義の単位修得状況 

平成 18 年度 平成 19 年度   

履修者 受験者 単位修得 履修者 受験者 単位修得 

ディジタル論理と計算機構成 6 4 2 15 5 1 

オートマトンと形式言語 9 4 3 21 8 3 

アルゴリズムとデータ構造 6 2 0 21 8 5 
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⑤事例 5 製造業復権への対応 (進路就職)   

  ソフトウェア開発・情報サービス業への就職者が一時非常に多かったが、過去１～２

年の間に電機情報機器およびその他製造業が復活している。 

製造業の復権の貢献するため教育体制としても高信頼組込みシステム教育コアの形

成事業を進めており、組込みシステム分野のカリキュラムの充実(高信頼組込みシステ

ムコース)を図っている。開講科目の構成を表Ⅲ-4 に示す。 

 

表Ⅲ-4 高信頼組込みシステムコース講義科目数 

高信頼組込みシステムコースの構成 講義科目数 

基幹講義科目 6 
コース基礎科目 

専門講義科目 8 

コース専門科目 2 
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４．２．１ 導入講義 
記号 授 業 科 目 名 開 講 時 期 担 当 者 摘  要 分野 

Ｉ111 アルゴリズムとデータ構造 1の1 浅野  ｱ, ｵ 

Ｉ112 計算機システム 1の1 中村(誠)  ― 

Ｉ113 オートマトンと形式言語 1の1 白井  ｱ, ｳ 

Ｉ114 基礎情報数学 1の1 永田  イ 

Ｉ115 デジタル論理と計算機構成 1の1 日比野  エ 

Ｉ116 プログラミング演習Ⅰ 1の1 服部  ― 

Ｉ117 プログラミング演習Ⅱ 1の2 敷田  オ 

Ｉ124 英語(テクニカルコミュニケーション)Ⅱ E101 1の2    2の2 Mooradian  ― 

Ｉ125 英語(テクニカルコミュニケーション)Ⅱ E102 1の2 Edwards  ― 

 
４．２．２ 基幹講義 
第１表 

記号 授 業 科 目 名 開 講 時 期 担 当 者 摘  要 分野 

Ｉ211 数理論理学 1の1    2の1 石原，小川   ｱ, ｳ 

Ｉ212 情報解析学特論 1の1    2の1 赤木，党  イ 

Ｉ213 線形システム特論 1の1    2の1 鵜木，Chong  イ 

Ｉ214 システム最適化 1の1    2の1 金子，平石  ア 

Ｉ215 人工知能特論 1の1    2の1 東条，鳥澤  ウ 

Ｉ216 離散数学 1の1    2の1 宮地，双紙  ア 

Ｉ217 プログラミング方法論 1の2 2の1 二木，緒方  オ 

Ｉ218 計算機アーキテクチャ特論 1の1    2の1 田中，井口  エ 

Ｉ219 ソフトウェア設計論 1の2 2の1 落水，片山  オ 

Ｉ222 計算の理論 1の2 2の1 石原，上原  ア 

Ｉ223 自然言語処理論Ⅰ 1の1 1の2 島津，白井  ウ 

Ｉ224 システムソフトウェア特論 1の1    2の1 篠田，敷田  エ 

Ｉ225 確率過程論 1の2    2の2 徳田，松澤  ｱ, ｲ 

Ｉ226 コンピュータネットワーク特論        2の1 丹  エ 

Ｉ227 データベース論 1の2 青木  オ 

Ｉ228 英語(テクニカルコミュニケーション)Ⅲ E301 1の1    2の1 Edwards  ア,イ,ウ,エ,オ 

Ｉ229 英語(テクニカルコミュニケーション)Ⅲ E302 1の2    2の2 Edwards  ア,イ,ウ,エ,オ 

Ｉ230 英語(テクニカルコミュニケーション)Ⅲ E303 1の1    2の1 Mooradian  ア,イ,ウ,エ,オ 

Ｉ231 問題解決方法論 1の2    2の2 橋本，飯田  ウ 
 

 
第２表 

記号 授 業 科 目 名 開 講 時 期 担 当 者 摘    要 

Ｉ201 情報処理学特論Ａ(研究論文)  各指導教員 
8単位：情報処理学専攻（博士
前期課程） 

Ｉ205 情報処理学特論Ａ(課題研究)  各指導教員 2単位：同上 

Ｉ202 情報処理学研修Ａ  各指導教員 2単位：同上 

Ｉ203 情報システム学特論Ａ(研究論文)  各指導教員 
8単位：情報システム学専攻（博
士前期課程） 

Ｉ206 情報システム学特論Ａ(課題研究)  各指導教員 2単位：同上 

Ｉ204 情報システム学研修Ａ  各指導教員 2単位：同上 

 (注) I201,I203,I205,I206 の「特論」は，1単位30時間の指導講義である。 

資料２－１ 授業科目一覧(平成 19 年度) 
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４．２．３ 専門講義 
（☆は本年度開講） 

記号 授 業 科 目 名 開 講 時 期 担 当 者 摘  要 分野 

Ｉ411 認識処理工学特論  小谷 隔年開講 イ 

Ｉ413 理論計算機科学 1の2 Vestergaard 隔年開講☆ ア 

Ｉ414 自然言語処理論Ⅱ 2の1 白井 隔年開講☆ ウ 

Ｉ416 並列処理 1の2 井口 隔年開講☆ エ 

Ｉ419 画像情報処理特論 1の2 小谷 隔年開講☆ イ 

Ｉ422 高機能アーキテクチャ 1の2 日比野 隔年開講☆ エ 

Ｉ424 応用数理特論  宮地，双紙 隔年開講 ア 

Ｉ425 ソフトウェア環境特論  鈴木 隔年開講 オ 

Ｉ426 オペレーティングシステム特論 1の2 篠田 隔年開講☆ ｴ,ｵ 

Ｉ427 制御理論 2の2 Chong 隔年開講☆ イ 

Ｉ428 ネットワークソフトウェア特論  篠田 隔年開講 ｴ,ｵ 

Ｉ429 知的エージェント技術  島津 隔年開講 ウ 

Ｉ431 アルゴリズム論         浅野 隔年開講 ア 

I432 離散状態システムの理論 2の2 平石 隔年開講☆ ア 

I433 数値計算特論  松澤 隔年開講 イ 

I434 言語理論特論  鳥澤 隔年開講 ウ 

I435 ソフトウェアアーキテクチャ論 2の1 鈴木 隔年開講☆ オ 

I436 Information Theory  松本 隔年開講☆ ア 

I450 ネットワーク設計演習 2の2 丹 毎年開講☆※ ｴ,ｵ 

I451 ソフトウェア設計演習 2の2 落水 毎年開講☆ オ 

I452 システムプログラミング演習 2の2 鈴木 毎年開講☆ ｴ,ｵ 

I470E 統合アーキテクチャ  田中 毎年開講☆※ エ 

I471E 組込みシステムネットワーク  篠田，丹 毎年開講☆※ エ 

I472E コデザイン  若林 毎年開講☆※ エ 

I473E 集積回路特論  金子 隔年開講☆ エ 

I474E 組込みソフトウェア工学  岸 毎年開講☆ オ 

I475E 
オブジェクト指向開発技術と 
組込みシステム 

 落水 毎年開講☆※ オ 

I476E コンポーネント技術とミドルウェア  鈴木 毎年開講☆※ オ 

I477E ソフトウェア検証手法  青木 毎年開講☆ オ 

I478E プロジェクト管理･品質管理  井沢，砂塚 毎年開講☆※ オ 

I479E フォーマルメソッド  二木 隔年開講 オ 

I480F 情報処理学概論  金子，徳田，東条，田中，Defago 毎年開講☆ ア,イ,ウ,エ,オ 

I481F 計算幾何学特論  浅野 隔年開講 ア 

I482F 実践的アルゴリズム特論  浅野，上原 隔年開講 ア 

I483F 音声情報処理特論  赤木，党 隔年開講 イ 

I484F ロボティクス  Chong 隔年開講☆ イ 

I485F 人間情報処理学特論  鵜木，徳田 隔年開講☆ イ 

I486F 論理と自然言語  東条 隔年開講 ウ 

I487F エンタテイメント情報学特論  飯田，橋本 隔年開講☆ ウ 

(注1) 次年度開講予定の科目については変更する場合がある。 
(注2) ※印の科目は、1単位科目である。 
(注3) I470E-I479Eは組込みシステム大学院コース専門講義科目、I480F-I487Fは先端IT基礎コース専門科目である。 
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４．２．４ 先端講義 
 第１表（☆は本年度開講） 

記号 授 業 科 目 名 開 講 時 期 担 当 者 摘  要 分野 

Ｉ613 Formal Methods 2の2 二木・緒方 隔年開講☆ オ 

Ｉ615 ロボティックス Chong 隔年開講 イ 

Ｉ616 人間情報処理学特論  松澤，党 隔年開講 イ 

Ｉ617 計算機科学特論Ⅰ  Vestergaard 隔年開講 ア 

Ｉ618 計算機科学特論Ⅱ 2の2 上原･金子･Vestergaard 隔年開講☆ ア 

Ｉ620 集積回路特論  金子 隔年開講 エ 

Ｉ631 計算幾何学特論 2の2 浅野 隔年開講☆ ア 

Ｉ632 音声情報処理特論 1の2 赤木，党 隔年開講☆ イ 

Ｉ633 論理と自然言語 2の2 東条 隔年開講☆ ウ 

Ｉ635 並列･分散システムアーキテクチャ特論 2の2 田中 隔年開講☆ エ 

Ｉ636 分散システム検証論  二木 隔年開講 オ 

Ｉ639 Distributed Algorithms  Defago 隔年開講 オ 

Ｉ640 ソフトウェアモデル検査  小川 隔年開講 オ 

Ｉ641 組込みソフトウェア工学  岸 隔年開講 オ 

Ｉ642 定理証明システム論 1の2 小川 隔年開講☆ ア 

Ｉ643 Formal Reasoning 2の1     Vestergaard 隔年開講☆ ア 

Ｉ644 
Fault-tolerant distributed systems 
and group communication 

2の2 Defago 隔年開講☆ オ 

(注1) I613からI644の講義は原則として英語による。 
(注2) 次年度開講予定の科目については変更する場合がある。 

 

４．２．５ 共通科目 

記号 授 業 科 目 名 担 当 者 開 講 時 期 摘  要 単位数 

O11 人間科学 山田 友幸  ２ 

O13 企業経営 柳下 和夫  ２ 

O14 世界経済 岩本 武和  ２ 

O15 国際特許法 吉国信雄，大友信秀  ２ 

石垣 壽郎  ２ 
O16 科学哲学・科学史 

吉田 夏彦(MOT)  ２ 

O23 一般ビジネス論 清家 彰敏  ２ 

O24 一般メディア論 蓮見 智幸  ２ 

札野 順  ２ 
O26 科学技術者の倫理 

札野･大来･大場(MOT)  ２ 

赤坂・和田(MOT)  １ 
O27 

ベンチャー・ビジネス実践論Ⅰ 

ベンチャー・ビジネス実践論Ⅱ 赤坂・山口・和田・赤羽 

集中講義 

 ２ 

O28 先端科学セミナーⅠ  別途通知する  １ 

O29 先端科学セミナーⅡ  別途通知する  １ 

O33 英語(テクニカルコミュニケーション)Ⅰ E001 Edwards, Holden 1の1 1の2 2の1 2の2  ２ 

O34 英語(テクニカルコミュニケーション)Ⅰ E002 Mooradian 1の1 1の2 2の1 2の2  ２ 

O39 ロジカルシンキング 井門 良貴   ２ 

O40 学際コミュニケーション論 小林 他   ２ 

O41 技術経営入門 田浦 他   ２ 

O42 地域再生システム論    ２ 

O43 統合科学技術概論Ⅰ (未定)   ２ 

O44 統合科学技術概論Ⅱ (未定)   １ 

 

 

（出典：「平成 19 年度履修案内」117～121 頁から抜粋） 
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（出典：「JAIST 大学概要 2007」23，25，26 頁） 
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（出典：「JAIST 大学概要 2007」5頁） 



資料 3-3 博士前期課程のスケジュール 

（出典「平成 19 年度履修案内」132 頁） 

２年次履修計画書 
提出（４月下旬） 

特論・研修 
（研究，ゼミ） 

副テーマ終了（１月末まで） 

副テーマ開始 
（12月初旬までに）約２ヶ月間

研究室配属希望届（６月） 
研究室配属決定 

【情報科学研究科】 

４．５ 博士前期課程のスケジュール 
 

以下に記したのは，４月に入学し，２年間で課程を修了する場合の標準的スケジュールである。 

      〈授業計画〉          〈研究室所属と研究テーマの決定手続〉 

研究室仮配属 

１年次履修計画書提出（４月下旬） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
４    

５   
 
1の1期 

６   

７   

 
 

1の2期 

８   夏期休業 

９    ９月期 集中講義 

 
10   

11   

 

 
 
2の1期 

 

  2の2期 
12  

冬期休業 

１  
  

２    

 
 
２月期 集中講義 

一 
 

 

年 
 

 

目 

３     

 春期休業 
４  

 

５   
 1の1期 

６   

７   

 1の2期 

８   夏期休業 

９    ９月期 集中講義 

10   

11   

 2の1期 

  2の2期 
12  

 冬期休業 

１  
  

２    

 
 
２月期 集中講義 

二 
 

 

年 
 

 

目 

３     

修士論文研究計画提案(3月末まで)

学位申請書提出（１月末）   
論文・報告書提出（２月中旬） 

 
  学位記授与（３月） 

修

士

論

文

研

究 

後期課程進学願書提出  

（６月下旬） 

 

 

 

中間審査    

（９月上旬） 

課題研究計画提案(8月末まで) 

課

題

研

究 
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資料 3-4 博士後期課程のスケジュール 

（出典「平成 19 年度履修案内」136 頁） 

【情報科学研究科】 

４．７ 博士後期課程の学位授与にいたるスケジュール 

以下に記したのは，４月に入学し，３年間で学位論文を提出する場合の標準的なスケジュールである。 

 

研究計画書    学生課に提出                  １年の３月末まで 

 

副テーマ     指導教員名とテーマの題目を学生課に提出 

           学位論文の骨子提出までに終了していること 

 

学位論文の骨子  学生課に提出                  ３年の７月上旬まで 

 

予備審査願    学位論文題目と主な発表論文名を学生課に提出   10月上旬 

 

論文の草稿    ５名（以上）の予備審査委員に配布        予備審査の２週間前 

                                 まで 

 

予備審査会                            12月中 

 

学位申請書，   予備審査に合格した場合，学生課に提出      １月上旬 

学位論文， 

論文の内容の要旨 

［審査委員の決定］                        １月中 

 

公聴会，本審査会及び最終試験                   ２月上旬 

 

［学位授与に関する審査］                     ２月中 

 

製本論文     本審査に合格した場合，学生課に提出       ３月下旬まで 

 

学位記授与式                           ３月下旬 
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主要就職先インタビュー調査結果 

 

本研究科の博士前期課程修了生(H5～H18 年度)の主要就職先から、製造業、シンクタン 

ク、通信業からそれぞれ 1 社を選び、人事採用部門にインタビュー調査を行った。 

主な質問内容は下記の通り。 

 

1. 御社に採用された後，その教育の効果は見られるでしょうか ? 
2. 個人の資質の差でなく，受けた教育の差が見られるでしょうか？  
3. 活動の分野，昇進の程度，職務の重要性等， (個人の資質の差でなく ) 
   本学出身者の特色が見られるでしょうか? 
 

 

企業名 累計就職者数 調査実施日 面談先 面談者(本研究科) 

日立製作所 61 2008.4.02 人材戦略室 島津、金子 

日本総合研究所 21 2008.4.25 社長室(人事) 落水、平石 

日本電信電話 10 2008.4.28 企画部人材開発 落水、平石 

 

 

[インタビュー調査結果] 

 

日立製作所 回答者：人材戦略室採用グループ 部長代理  西 正 氏 

 

1. 大学には考える力，基礎力の教育を期待している。会社では実践力を鍛えており，日立

では社内教育をしっかりやっている。新人から部長クラスまでの教育プログラムがあり，

技術系だけで約 1,000 のカリキュラムがある。  
2. JAIST 出身者の特徴として，リクルータを組織する際に，団結力があり，まとまり (パ

ッケージがよい )がよい (H19 年度は三研究科で 22 名いた )。小さな学校のよいところと

思われる。  
3. 最近は一流企業でも 3 年で 3 割が退職と言われているが，日立の離職率は大変少ない。

JAIST 出身者には退職者がいない。この離職率の少なさは，ジョブマッチングという採

用方法によるが、これが有効に働いていることで JAIST 修了生の基礎力が高いことが実

証されている。  
 

日本総合研究所      回答者：社長室（人事） 丹羽 陽介 氏  
日本総研ソリューションズ 回答者：技術本部基盤技術第一課課長 女部田 武史 氏  
 

1. JAIST の教育をふり返って (女部田氏は H8 年の本学修了生）  
・現在の仕事に役立ったこと：工学的な見方。情報，コンピュータの基礎的な部分を習得

していたこと。  
・勉強，生活面とも厳しい大学だった。特に講義とレポート。それが今に生きている。  
2.JAIST 生の意識と会社の方向性について  
・ SI が会社のメインストリーム。JAIST 生は技術指向が強すぎるのではないか。技術を

いかにビジネスに結びつけるかが弊社では重要。  

資料 5-2 主要就職先インタビュー調査結果  



―2-23－ 

日本電信電話 (研究開発本部 ) 回答者：  採用担当部長            阪本   匡  氏  
                          企画部人材開発担当課長  森村  浩季  氏  
 
1. NTT 研究所では研究が主な業務であり，大学に期待するのは，研究能力，研究スキルを

身に付けさせる事。仮説・論理展開・実証の流れと，論理的に考える力である。  
2. 北陸先端大の修了生について，総体としては際立った特徴・特色があるとは言えないが、 

個人では。研究開発の先陣を切って活躍している、ずば抜けた資質の修了生もいる。  
3. 採用試験の中では，研究内容や成果そのものというよりも，しっかりと論理的に説明が

できているかを見ている。  
4. 奈良先端大に比べ、修士研究に関し、北陸先端大は「のんびりしている」印象がある， 

「研究がしたくて，うずうずしているような学生 (そうした雰囲気が伝わってくる学生 )」
をより高く評価している。  
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Ⅰ マテリアルサイエンス研究科の教育目的と特徴 

 

１ 世界最高水準の豊かな学問的環境を創出し、その中で次代の科学技術創造の指導的役

割を担う人材を組織的に育成することによって、世界的に最高水準の高等教育研究機

関として、文明の発展に貢献することを目指す。  
２ 先端科学技術分野に係る学術研究の進展に即応しつつ、柔軟な教育研究組織の編成と、

体系的なカリキュラムによる教育を実施することにより、幅広い専門知識はもとより、

基礎概念をしっかりと理解し、問題発見・解決能力と関連分野の先端的な専門知識を

絶えず吸収・消化できる能力を身に付けた研究者・技術者等を養成する。  
３ 高度の知識と応用力、幅広い視野と的確な判断力、高度のコミュニケーション能力を

備え、自ら自立しながら柔軟に他と協業しうる研究者、専門技術者を養成する 

４ 物理、化学、バイオに渡る基礎科学および必要なナノテクノロジー方法論・技法に立

脚して広く材料科学の領域を見渡すことのできる人材を養成する。この目的に沿って、

計算機科学を含む広い分野からなる教員組織を形成・維持し、他の機関との活発な人

事交流および民間企業出身者の採用に努める。 

５ 専攻する分野を中心とする諸科学についての深い理解と十分な知識を有し、解決すべ

き新しい課題（プロジェクト）を自ら発見して果敢に挑戦し、解決する能力を備えた

人材を養成する。材料科学にとどまらず、広く人間と社会の諸問題に関心を寄せ、そ

れに取り組む姿勢を醸成する。この理念にそって、留学生をふくめ、意欲ある者を経

歴・専門を問わず広く入学させ、さまざまな経歴の学生がつどう環境の育成に努める。 

６ 「新教育プラン」の策定・実施をはじめ、新しい改革方策を策定し、その実施・検証

のサイクルを通じて、大学院教育のパイロットスクールとしての取り組みを推進する。 

 

[想定する関係者とその期待] 

 在学生および修了生を関係者と想定する。入学試験の際に受験生より提出される小論文

の内容、面接での聞き取り、各種アンケートなどから、当研究科に入学してくる学生は、

当研究科に設置されている先端的な装置群を用いて高度な研究を行うことを望んでいる者

が多く、濃密な教育指導と自らの資質向上を期待している。高度な装置を介しての研究と

それらを十二分に活かすための教育の両輪によって学生を惹きつけ、研究大学院の道を進

むことがその期待に応えるものと考える。 
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Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断 

分析項目Ⅰ 教育の実施体制 

(１)観点ごとの分析 

観点 基本的組織の編成  

 

(観点に係る状況)  

物理、化学、バイオの３領域を材料科学の基礎の分野と捉え、この分野を中心に総合的・

体系的な教育研究が組織的に行えるよう、17 の基幹講座を置いている。平成 20 年度から

は３領域制に移行して、３分野の教育を学生がバランスよく受ける体制を作り、より広い

知識を持って社会のニーズに柔軟に応えることができる科学者または高度技術者を育てる

ことをめざす（資料 1-1 参照）。 

学生の教育・研究にはナノマテリアルテクノロジーセンターの教員（現５名）も平等に

参画している。さらに、有能な助教には主担当教員と連携しながら授業の一部を担当させ

ている。また、先端科学技術分野の学術研究の進展に適切に対応しながら教育研究を展開

できるよう、可動的な客員講座、連携講座を配置し適宜整備を図っている。内訳としては、

物性解析・デバイス領域（物理系）の研究室 12 (+３)、物質デザイン・創出領域（化学系）

の研究室 10 (+１)、バイオ機能・組織化領域（バイオ系）7 (+１)の研究室からなる[2008

年３月現在。()内は現在空員]。この中には学際領域の研究室も含んでおり、柔軟な組織編

成を図っている。本学では機動的に優れた人材を確保するため教員に任期制を採用してお

り、マテリアルサイエンス研究科では 62.8％の教員に任期制が適用されている（2008 年３

月現在、43 名中 27 名）。また、技術サービス部の支援を受け、その中の８名の技術職員が

当研究科およびナノマテリアルテクノロジーセンターでの教育研究をサポートしている。 

 

資料 1-1 研究科の組織編制 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2008.3現在）

専攻 基幹講座 教授 准教授 助教 計
うち任期
制適用者

物性科学  固体構造解析 2 2 4 3
 固体物性 1 1 2 0
 界面物性 1 1 2 1
 複合素材 1 1 1
 極限素材 1 1 1 3 0
 磁性材料 1 1 1 3 2
 半導体材料 1 1 1 3 1
 伝導性材料 1 1 0

機能科学  素材機能評価 1 1 2 1
 機能素材合成 1 1 2 2
 分離機能素材 1 1 2 4 3
 反応機能素材 1 1 1 3 3
 光機能材料 1 1 1 3 3
 ｴﾈﾙｷﾞｰ機能材 1 1 2 2
 生体機能材料 1 1 2 2
 医用無機材料 1 1 2 4 1
 医用高分子材料 1 1 2 2

15 14 14 43 27

3 2 3 8 1
注１）2008年4月から，物性科学専攻及び機能科学専攻はﾏﾃﾘｱﾙｻｲｴﾝｽ専攻に統合
注2）2008年4月から，講座制は領域制に移行　　
　　（黄色：物性解析・ﾃﾞﾊﾞｲｽ領域，緑色：物質ﾃﾞｻﾞｲﾝ・創出領域，水色：ﾊﾞｲｵ機能・組織化領域
注3）ﾏﾃﾘｱﾙｻｲｴﾝｽ研究科は，平成10年4月以降，ﾅﾉﾏﾃﾘｱﾙﾃｸﾉﾛｼﾞｰｾﾝﾀｰは，平成19年4月
　以降のすべての採用者に任期制を適用している。

 ﾅﾉﾏﾃﾘｱﾙﾃｸﾉﾛｼﾞｰｾﾝﾀｰ
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観点 教育内容、教育方法の改善に向けて取り組む体制  

 

(観点に係る状況) 

全学的に行われるファカルティ・ディベロップメント（FD）研修会に加えて、研究科会

議に付随して定期的に FD 会議を実施し（資料 1-2 参照）、教育方法の改善に努めている。

各学期の終了時には、授業の担当教員は実施報告書を研究科長に提出し、研究科内で閲覧

できるようにしている。これには、授業の内容、進行状況をはじめ、レポートやクイズの

課題、試験問題とその解答例、得点の分布などの情報が含まれている。また、教員相互に

授業参観を行い、そのレポートを提出する等の試みにより、開かれた相互作用的環境で授

業を進める仕組みにしている。さらに、学期の中間と終わりの２回の時期に、学生による

無記名の授業評価を実施し、授業改善が次年度まで持ち越されることなく有為なものとな

るよう努めている。 

また、学生と学長等との懇談会を毎年実施し、授業評価アンケートの結果を報告するだ

けでなく、学生からの意見を具体的な改善活動に結び付けるとともに、教職員に学生教育

を重視する精神を涵養する重要な機会としている。 

 

資料 1-2 FD 活動状況 

 

 

 

 

(1) FD 会議の開催(平成 19 年度) 

原則奇数月の教員懇談会の後にＦＤ会議を開催し，当番を設け授業実施レポートを紹介し、

質疑応答を行っている。以下、ＦＤレポートの報告者、タイトルを列挙する。 

●第 9 回 FD 会議 

  平成 19 年 5 月 16 日（水） 

  報告者：水谷 五郎 教授 

  タイトル：1-1 期 M213 応用電磁気学特論の Web 上 FAQ について 

 ●第 10 回 FD 会議 

  平成 19 年 7 月 18 日（水） 

  報告者：岩崎 秀夫 准教授 

  タイトル：M213 応用電磁気学特論 

 ●第 11 回 FD 会議 

  平成 19 年 10 月 17 日（水） 

  報告者：海老谷 幸喜 教授 

  タイトル：1-1 期 M618 材料設計特論 Materials Design 

 ●第 12 回 FD 会議 

  平成 19 年 12 月 19 日（水） 

  報告者：大木 進野 准教授 

  タイトル：N003 ナノ生体デバイス特論 

 ●第 13 回 FD 会議 

  平成 20 年 2 月 20 日（水） 

  報告者：大塚 信雄 教授 

  タイトル：M245 応用物性数学特論 

 ●第 14 回 FD 会議 

  平成 20 年 3 月 19 日（水） 

  報告者：片山 信一 教授 

 

(2) 教員による授業参観 

  授業内容の相互確認と技術向上を目指して，平成 18 年度から教員による授業参観を実施

しており，平成 18-19 年度の 2 年間で計 72 件（教授：28 件，准教授(助教授)：34 件，

助教：10 件)の授業を参観した。 
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(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を大きく上回る。 

(判断理由) 

受講学生による授業評価アンケートによると、「教員はこの授業の内容について十分な

知識を持っていたか」、「教員は周到に準備し熱意をもって授業を行っていたか」、など、授

業の充実度・満足度に関する評価において、80％以上の学生が５段階評価の５または４と

答えており、教育内容および教育方法の改善に取り組む教員側の努力が報われたものと判

断する(資料 1-3 参照)。 

 

資料 1-3 授業評価アンケート結果 1（平成 19 年度：ﾏﾃﾘｱﾙｻｲｴﾝｽ研究科） 

 

○教員 はこの授業の内容について十分な知識を持っていましたか。  

（5(そう思う)･･･4･･･3(どちらとも言えない）･･･2･･･1(そう思わない) 

平 均点=4.42，標準偏差=0.88 
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○教員 は周到な準備をし、熱意をもって授業を行っていましたか。  

（5(そう思う)･･･4･･･3(どちらとも言えない）･･･2･･･1(そう思わない) 

平 均点=4.25，標準偏差=0.96 
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（出典：「平成 19 年度授業評価アンケート」集計結果） 
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分析項目Ⅱ 教育内容 

(１)観点ごとの分析 

観点 教育課程の編成  

 

(観点に係る状況) 

先に掲げた教育目標の下、Ⅰ）専門科目の階層化と分野の設定、Ⅱ）共通科目、Ⅲ）テ

クニカルコミュニケーションの開設、の枠組みに従い、それに適した授業科目を配置する

ことによって、多様な学生が各自のレベルと目標に合せて基礎から大学院レベルまでを短

期間に修得できる内容構成としている。当研究科では、Ⅰ）の専門科目を担当している。 

専門科目は、ⅰ）導入講義、ⅱ）基幹講義、ⅲ）専門講義、 および、ⅳ) 先端講義に

階層化され、さらに、それぞれを、複数の分野に分類している（資料 2-1（別添資料 P3-19）

参照）。 

ⅰ）導入講義は、物理、化学、および、バイオの各分野の学部専門科目レベルに相当する

内容を持ち、他分野出身者対象のための入門的な講義である。材料物理概論は、物理系

学生向けと、化学・バイオ系学生向けの２科目を開講している。 

ⅱ）基幹講義は、物理、化学、バイオ、の３分野に分けられ、さらにそれぞれを、他分野

の学生も学ぶべきレベルの基礎講義群Ⅰ（10 科目）と、専門分野の学生を対象とするレ

ベルの高い講義群Ⅱ（８科目）に階層化している。学生はその３分野すべてに渡る履修

を要し、かつ、自分が主とする分野についてはⅡの講義の履修を要する。  

ⅲ）専門講義・先端講義は、各教員の専門性を背景にした講義であり、最先端の研究を反

映した内容としている。なお、先端講義は主に博士後期課程学生を対象として英語で行

われるが、前期課程学生も受講でき、後期課程への進学を考えている学生に受講を奨励

している。 

 これらの科目の修得状況は、研究室の配属や研究計画提案書の提出（進級の関門に相当

するもの）の要件に関わっており、これらのプロセスに失敗すると標準年限で修了するこ

とが困難になるシステムとしており、学生に授業に真剣に取り組むことを促している。 

このようなコースワークに基づいて研究科及び専攻としての共通的な基盤を培った後

に、専攻分野に関する研究課題（主テーマ）と、隣接又は関連分野の基礎的な概念、知識、

能力等も身に付けさせる観点から第二の研究課題（副テーマ）を他研究室において実施し

ている。大学院教育では教室におけるこれらの授業と同等に、研究室における実験、ゼミ

ナール、論文作成の指導等を通じて行われる教育が重要な意義を持っている。博士前期課

程では、修了要件 30 単位のうち、主テーマ指導については特論８単位、副テーマ指導に

ついては研修２単位を充てている。博士後期課程では、修了要件 20 単位のうち、主テー

マ指導６単位、副テーマ指導４単位を充てている（資料 2-2（別添資料 P3-21），資料 2-3

（別添資料 P3-22）参照）。 

 

資料 2-1 授業科目一覧（別添資料 P3-19 参照） 

資料 2-2 博士前期課程のスケジュール（別添資料 P3-21 参照） 

資料 2-3 博士後期課程のスケジュール（別添資料 P3-22 参照） 

 

 

観点 学生や社会からの要請への対応  

 

(観点に係る状況) 

本学は、４月、10 月のほか、博士後期課程では７月、１月にも入学が可能である。４月
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以外での入学者には留学生や社会人が多い。入学者の目的・レベルはさまざまであり、そ

のひとり一人のニーズに対応し、どの学期でスタートしても有為な教育効果が上がるよう、

科目の配置等、カリキュラムをシステムとして整備することに努めている。 

毎年実施される「学生と学長等との懇談会」において提出される学生からの意見を検討

し具体的な改善活動に結び付けるよう努めている。また、学生には所属する研究室の教員

を通じて教務上の要望を出すことができる環境となっている。 

平成 17 年度において採択された、「魅力ある大学院教育」イニシアティブによる「ナノ

マテリアル研究者の自立支援型育成」において、主分野・副分野の専門教育とスキル教育・

マネジメント教育が相補的に連携したカリキュラムを実施した。また、先端的なナノテク

ノロジー技術を通じて企業との連携を深めるため、知識科学研究科と共同して統合科学技

術コースを開設し、金沢市内において休日に講義を行い、社会人に対する履修上の便宜を

図っている（資料 2-4（別添資料 P3-23）参照）。 

 

資料 2-4 教育コースの概要（別添資料 P3-23 参照） 

 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準)期待される水準を大きく上回る。 

(判断理由) 

 修了生に対するアンケートでは、物理、化学、および、バイオの広い分野の履修を義務

付けていることに対し、約 77％が良い制度であると答えている。専門講義の階層構造（導

入講義、基幹講義、専門講義、 および、先端講義）については約 75％が良い分類である

と捉えており、各講義群について、57－70％の修了生が充実していたと答えている。さら

に、半数以上は単位修得が難しいものであったと答えている。単位修得の厳しさと充実度

のバランスにおいて、教育内容が目的に沿って意図した水準を超えているものと判断した

（資料 2-5 参照）。 
 

資料 2-5 修了生アンケートの結果１(該当項目の抜粋)  

 

 

 

 

 

分析項目Ⅲ 教育方法 

(１)観点ごとの分析 

観点 授業形態の組合せと学習指導法の工夫 

 

(観点に係る状況) 

本学では、教育課程を講義科目と研究指導に係る特論・研修科目を中心に構成し、短期

集中型のクォーター制を採っている。講義外における学習を確保するため、専門講義は原

則として午前中の第１限、第２限のみ開講し、午後からの第３限は、オフィスアワーとし

て時間割上講義を開かず、教員への質問、助教や TA を交えた演習の時間としている(資料

非常にそう
思う

そう思う
どちらとも言
えない

あまりそうは
思わない

全くそうは思
わない

　本学では幅広い分野の専門科目の修得を修了要件と
しているが、有意義な制度であった。 25.6 51.3 20.5 2.6 0

　カリキュラム、特に講義の階層構造（主として基幹講
義・専門講義・先端講義の構成）は適切であった。 7.7 66.7 20.5 5.1 0
　基幹講義（200番台）は充実していた。（履修者のみ回
答。） 2.6 55.3 21.1 15.8 5.3
　専門講義（400番台）及び先端講義（600番台）は充実
していた。（履修者のみ回答。） 8.8 61.8 17.6 11.8 0
　講義の単位修得は難しいものであった。

15.4 38.5 17.9 23.1 5.1

※平成11～16年度博士前期課程修了生を対象に，平成17・18年度に実施（ﾏﾃﾘｱﾙｻｲｴﾝｽ研究科の回答数　39）。

回答（％）
調査項目
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3-1 参照)。多くの講義では、講義内容の理解向上を図るための宿題を与え、このための解

説などオフィスアワーを通じて行われる。１つの講義は週２回のペースで進むので、１つ

の学期（８週）では最大５科目（10 単位）の専門科目しか履修することができない。各専

門科目のロードが高いので、余力のあるものが第４時限の英語テクニカルコミュニケーシ

ョン等を追加的に履修することになる。１学期（８週間）あたりの修得単位数の平均は 8.3

単位（平成 19 年度入学者の 1 の 1 および 1 の 2 学期での修得単位数の平均）となっている。

このようなシステムとすることで、登録の上限設定等の措置をとらなくても単位の実質化

の目的を果たしている。 

専門講義科目の多くは座学であるが、ナノマテリアルテクノロジーセンターと協力して

開設しているナノマテリアルテクノロジーコース 11 科目のうち、５科目は実習付きであ

り実践的な内容となっている（資料 3-2（別添資料 P3-24）参照）。さらに、研究に結び付

いた上級の実験・解析等は副テーマ指導に係る研修科目の中で行っている。 

また、学習指導法の工夫として、講義は少人数で行っている。平成 19 年度における１

クラスあたりの受講者数は、導入講義では約 56 名であるが、全専門科目についての平均は

約 25 名である（資料 3-3 参照）。また、すべての講義にオフィスアワーを設け、演習およ

び TA による個別指導を行って、座学講義だけにならないように配慮している。平成 19 年

度実績では、TA として 42 名、RA として 32 名を採用している(資料 3-4 参照)。 

多様な個々の学生が自律的に履修計画を建てる支援するため、シラバスを作成し留学生

向けの英語版シラバスとともに Web サイト上で公開している。シラバスでは、講義の目的

において身につけるべき能力を明示し、授業内容、使用する教科書、参考書、他の科目と

の関連性、講義計画、成績評価の方法等を基本項目として明記している。

大学院教育では教室におけるこのようなコースワークと同等に、研究室における実験、

ゼミナール、論文作成の指導等を通じて行われる教育が重要な意義を持っている。この観

点から、専攻分野に関する研究課題（主テーマ）に加えて、隣接又は関連分野の基礎的な

概念・知識を身に付けさせる第二の研究課題（副テーマ）を他研究室において実施し、本

学の教育目的にそった広い視野を醸成する手だてとしている。博士前期課程では、修了要

件 30 単位のうち、主テーマ指導については特論８単位、副テーマ指導については研修２

単位を充てている。博士後期課程では、修了要件 20 単位のうち、主テーマ指導６単位、

副テーマ指導４単位を充てている。 
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資料 3-1 時間割（平成 19 年度 1-1 期の例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 3-2 ナノマテリアルテクノロジーコースの目的及び概要（別添資料 P3-24 参照） 

 

資料 3-3 講義区分ごとの受講者数（平成 19 年度，単位：人） 

導入講義 基幹講義 専門講義 先端講義 全専門科目

ﾏﾃﾘｱﾙｻｲｴﾝｽ研究科 55.5 25.6 18.7 10.1 24.9

全　　学 33.0 24.2 16.3 20.8 22.8

 

 

資料 3-4 TA・RA 採用状況（平成 19 年度） 

 

 

 

 

（出典：「平成 19 年度履修案内」254 頁） 

講義補助 副テーマ補助 その他
TA 45 25 2,730 3,959 918 7,607
RA 31 ― ― ― ― 2,668

注1）講義補助の時間数には，ナノマテリアルテクノロジーコース科目に係る実績を含む。
注2）採用者数は，実人数。

総勤務時間
(h)

従事時間(h)
採用者数 TA付き科目数
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観点 主体的な学習を促す取組 

 

(観点に係る状況) 

入学してくる学生の目的・レベルはさまざまである。このように多様な学生の集団に対

応して有為な教育効果が上がるよう、第一学期の授業の開始に先立って、物理、化学、お

よび、バイオに関する学力診断試験を実施し、その結果に基づいて各学生がそれぞれの目

的とレベルに合った履修計画が建てられるよう指導を行っている。 

専門科目は先端講義に階層化され、さらに、複数の分野に分類されている。その修得状

況は、研究室の配属や研究計画提案書の提出（進級の関門に相当するもの）、といったプロ

セスの要件となっており、きちんとした履修計画と修学が不可欠であることを学生に認識

させている。厳格な成績評価に努めており、単位修得率は全専門科目についての平均で約

83％（平成 19 年度）である(資料 3-5 参照)。さらに、成績評価に関し追試・再試を原則と

して行わないこととしており、学生に授業に真剣に取り組むことを促している。 

学生が自主的に講義準備や復習を行いうるように、シラバスには、教科書、参考書、講

義計画、評価基準・方法等を掲載している(資料 3-6 参照)。シラバスで指定された邦文・

英文の参考書は研究科内に設置された図書ワーキンググループが中心となってとりまとめ、

受講学生数に応じて、附属図書館に必要部数を配架している。なお、図書館は 24 時間 365

日開館しており、学術雑誌や学位論文の電子情報閲覧等の夜間の利用にも役立っている。

図書館と連携し、教員予算から洋雑誌を購入して閲覧可能にするとともに、希望図書の購

入や実験化学講座 Web 版の提供などの便宜を図っている。 
 
資料 3-5 単位修得率（平成 19 年度） 
 
 
 
 
 

 

資料 3-6 シラバス(例) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

導入講義 基幹講義 専門講義 先端講義 全専門科目
ﾏﾃﾘｱﾙｻｲｴﾝｽ研究科 81.7 81.5 81.3 96.7 82.5

全　　学 71.4 74.2 78.6 81.8 75.1
注）単位修得率は、成績評価を受けた者のうち、単位を修得した者の割合を示す。

単位修得率（%)
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 (２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準)期待される水準を大きく上回る。 

(判断理由) 

 修了確定者に対するアンケート（平成 20 年３月実施）では、80％の学生が短期集中型の

クォーター制を良い制度であると評価している。さらに、80％がオフィスアワーによる演

習、複習、および、個別指導を良い制度であるとしている（資料 3-7 参照）。また、受講者

による授業評価アンケートでは、知的興味を刺激する内容であったか、および、シラバス

で期待した内容であったか、の問いに対し、75％前後が肯定的に評価している（資料 3-8

参照）。 

 

資料 3-7 修了確定者アンケート結果１(平成 19 年度：ﾏﾃﾘｱﾙｻｲｴﾝｽ研究科) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 3-8 授業評価アンケート結果２(平成 19 年度：ﾏﾃﾘｱﾙｻｲｴﾝｽ研究科) 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 知 的 興味を刺 激するような講義 でしたか。 
平 均 点 =3.98,  標 準偏 差 =0.97 
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２ シラバスで期 待した内容 が授 業 で得られましたか。 

平 均 点 =4.03，標準 偏差 =0.92 
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分析項目Ⅳ 学業の成果 

(１)観点ごとの分析 

観点 学生が身に付けた学力や資質・能力 

 

(観点に係る状況) 

本学の掲げる人材養成目標を達成するため、体系的な教育課程を編成するとともに、各

授業科目は厳格な成績評価を実施することで教育プログラムの質の保証を図っている。単

位修得率は約 83％（平成 19 年度，資料 3-5（P3-10）参照）である。 

課程の中間時期に、所定の単位取得に合わせて、副テーマ研究及び研究計画提案書の審

査を課し、これを学内での進級に相当する必須のプロセスとしている(資料 2-2（別添資料

P3-21）参照)。また、博士後期課程の学位審査にあっては審査委員に当該研究科以外の教

員等を加えるなど、学位論文の質を高めるための取組を行っている(資料 2-3（別添資料

P3-22）参照)。 

このように、教育目標を反映した形で厳格なプロセス管理を行っていることを前提に学

位授与の状況を見ると、博士前期課程においては、約 86％の学生が、博士後期課程におい

ては、約 53％の学生が修業年限内に学位を取得しており。過去５年間では増加傾向にある

（博士前期課程は平成 13－17 年度入学者、博士後期課程は平成 12－16 年度入学者に係る

実績。資料 4-1 参照）。 

 

 

（再掲）資料 2-2 博士前期課程のスケジュール（別添資料 P3-21 参照） 

（再掲）資料 2-3 博士後期課程のスケジュール（別添資料 P3-22 参照） 

（再掲）資料 3-5 単位修得率(平成 19 年度)（P3-10 参照） 

 

 

資料 4-1 標準修業年限内での学位授与状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【博士前期課程】

入学年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 Ｈ13-17平均 18年度

入学者数 121 116 114 99 115 113.0 107

修了者数 101 97 104 82 107 98.2 92

学位授与率(%) 83.5 83.6 91.2 82.8 93.0 86.8 86.0

【博士後期課程】

入学年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 Ｈ12-16平均 17年度

入学者数 31 31 29 39 27 31.4 20

修了者数 14 14 17 22 17 16.8 13

学位授与率(%) 45.2 45.2 58.6 56.4 63.0 53.7 65.0

注2）前期課程の18年入学者，後期課程の17年入学者に係る数値は4月入学者のみの数値。

注１）　「学位授与率」は、当該年度の入学者のうち，前期課程にあっては2年以内
に，後期課程にあっては3年以内に学位を授与された者の割合を示す。
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観点 学業の成果に関する学生の評価 

 

(観点に係る状況) 

本学が実施する授業評価アンケートの項目の中には、「シラバスで期待した内容が授業

で得られましたか」という設問があり、これによって、シラバスで示された当該授業科目

が目的とする成果が受講によって得られたかどうかを問うている。シラバスには受講によ

って得られる成果が明示してあることが前提となるが、それについては「教員は学習の目

標をはっきり示しましたか」という設問で対応している。 

平成 19 年度における授業評価の結果では、まず、学習の目標が示されているかどうか

という問いに対しては、５段階評価で４ 又は５ と回答した者の割合が約 75％となってい

る。このことから、学生は当該授業で得られる成果を認識して授業に望んでいたことが窺

える。 

次に、シラバスで期待した内容が得られたかどうかという問いについては、４又は５と

回答した者の割合が約 76％となっている。この結果は、学生自身がシラバスで示されたと

おりの成果が得られたと認識していることを表している（資料 4-2 参照）。 

 

資料 4-2 授業評価アンケート結果３(平成 19 年度：ﾏﾃﾘｱﾙｻｲｴﾝｽ研究科) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を大きく上回る。 

(判断理由) 

授業評価アンケートのほか、修了確定者を対象とするアンケート調査を行い、教育上の

諸制度が有効に機能しているかを検証している。平成 19 年度については、クォーター制

やオフィスアワーについて 80%を超える者から有意義であったとの回答を得た(資料 3-7

（P3-11）参照)ほか、研究指導についても主テーマ指導、副テーマ指導に対して「よかっ

た」との回答がそれぞれ 87.1%、75.8%となった。複数指導体制については、「有意義であ

２ シラバスで期 待した内容 が授 業 で得られましたか。 

平 均 値 =4.03，標準 偏差 =0.92 
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３ 教 員 は学 習の目 標をはっきりと示 しましたか。 
平 均 値 =4.06，標準 偏差 =1.00 
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った」との回答が 51.6%となっているが、修士課程が有意義であったかどうかについては、 

93.6%が「有意義であった」と回答しており、教育上の成果を示す結果が得られている(資

料 4-3 参照) 。 

 

（再掲） 

資料 3-7 修了確定者アンケート結果１(平成 19 年度)（P3-11） 

 

資料 4-3 修了確定者アンケート結果２（平成 19 年度：ﾏﾃﾘｱﾙｻｲｴﾝｽ研究科） 
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分析項目Ⅴ 進路・就職の状況 

(１)観点ごとの分析 

観点 卒業(修了)後の進路の状況 

 

(観点に係る状況) 

最近５年間では、博士前期課程修了者の７－８割が就職している。学生の希望する業種

の内訳は、電気・情報通信機械系および化学・製薬系が約 30％、その他の技術系が約 15％、

および、その他（営業・企画・専門職系）となっており、実際の就職実績もほぼこの割合

に近く、学生の希望にそったものになっている（資料 5-1 参照）。就職先は本社所在地が首

都圏又は関西地区で全国的に展開している企業が中心である。前期課程を修了し、博士後

期課程に進学する者の割合は約 16％である（資料 5-2 参照）。博士後期課程修了者の多く

は、高度な専門知識と研究能力が要求される民間企業及び大学の研究者や教員の道に進ん

でいる（資料 5-3 参照）。 

 

資料 5-1 博士前期課程における希望職種及び就職状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 5-2 修了者の進路状況(博士前期課程) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業　種
18年度修了
者の希望

18年度修了
者の就職先

化学（化学製品、製薬、ゴム製品等） 37% 28%

電気・情報通信機械、電子、精密機械 24% 30%
一般機械、輸送用機械 9% 8%

食料品 6% 5%

鉄鋼・金属 5% 4%

繊維 4% 3%

学術機関、その他のサービス 2% 8%

その他 13% 14%
合　　計 100% 100%

注）希望業種は，「平成18年度博士前期課程修了予定者対象進路希望調査」による。

23 (22.1) 22 (19.6) 12 (13.3) 17 (15.9) 11 (11.2) 17 (16.4)

74 (71.2) 80 (71.4) 69 (76.7) 83 (77.6) 84 (85.7) 78 (76.5)

7 (6.7) 10 (8.9) 9 (10.0) 7 (6.5) 3 (3.1) 7.2 (7.1)
注）（　）は，当該項目に該当する者が修了者に占める割合で％。

進学者

就職者

その他

18年度 19年度 15-19年度平均

修了者 104 112 90 107 98 102.2

15年度 16年度 17年度

古 河 電 気 工 業（ 4）、NOK（ 3）、住 友 重 機 械 工 業（ 3）、矢 崎 総 業（ 3）、 ア ル バ ッ ク

（ 2）、 JSR（ 2）、 東 芝 松 下 デ ィ ス プ レ イ テ ク ノ ロ ジ ー （ 2）、 ア イ バ イ ツ 、 ア イ ピ

ー テ ク ノ 、 ア キ レ ス 、 朝 日 イ ン テ ッ ク 、 旭 化 成 グ ル ー プ 、 INAX、 イ ノ ア ッ ク コ ー

ポ レ ー シ ョ ン 、井 原 築 炉 工 業 、イ ビ デ ン 、エ イ ア ン ド テ ィ ー 、SEC カ ー ボ ン 、エ フ

ピ コ 、 大 倉 工 業 、 沖 電 気 工 業 、 金 沢 村 田 製 作 所 、 紀 伊 産 業 、 京 セ ラ ミ タ 、 KB セ ー

レ ン 、コ ニ カ ミ ノ ル タ グ ル ー プ 、コ ベ ル コ 科 研 、小 松 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 、小 松 製 作

所 、コ モ 、三 宝 化 学 研 究 所 、三 洋 化 成 工 業 、ジ ー エ ル サ イ エ ン ス 、ジ ー シ ー 、JSP、

澁 谷 工 業 、 シ ョ ー ワ 、 積 水 成 型 工 業 、 ゼ リ ア 新 薬 工 業 、 綜 研 化 学 、大 日 本 ス ク リ ー

ン 製 造 、太 陽 イ ン キ 製 造 、TDK、帝 人 、東 京 応 化 工 業 、東 京 化 成 工 業 、東 芝 、東 芝

ナ ノ ア ナ リ シ ス 、東 邦 化 学 工 業 、東 洋 紡 績 、TOWA、巴 川 製 紙 所 、ト ヨ タ 紡 織 、ナ

ト コ 、 日 華 化 学 、 日 機 装 、 日 本 バ ル カ ー 工 業 、 日 本 ペ イ ン ト 、パ ー カ ー コ ー ポ レ ー

シ ョ ン 、林 テ レ ン プ 、日 立 ハ イ テ ク ノ ロ ジ ー ズ 、日 立 粉 末 冶 金 、VSN、本 学 研 究 員 、

三 菱 自 動 車 工 業 、ヤ マ ハ 、 郵 船 ク ル ー ズ 、 横 河 電 機 、リ ョ ー ビ 、 ル ネ サ ス テ ク ノ ロ

ジ 、 レ ー ザ ー テ ッ ク （ 以 下 、 公 務 員 ） 国 土 交 通 省  

○平成 19 年度修了者の主な就職先（復職者を除く） 
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資料 5-3 修了者の進路状況(博士後期課程) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点 関係者からの評価 

 

(観点に係る状況) 

修了生アンケートは、主として平成 11 年度から 16 年度に修了した者を対象に、本学

の教育上の諸制度が有意義であったかどうかについて５段階で尋ねた。その結果ほとんど

の項目で５または４との回答が大勢を占めており、教育に関する項目の平均では約７割の

者が５または４と回答している。中でも、80％以上の者が、幅広い分野の履修や主テーマ

研究の経験を評価し、本学で学んだことが役立っていると回答している。さらに多様な経

歴を有する者が入学している環境や修士課程の在籍に対しては、90%を超える者が有意義で

あったと回答している。また、毎年、十数名の OB･OG を呼び、在学生とともに懇談会を催

しており、この機会に社会を体験したのちに本学の教育システムについて率直な意見を聴

取している（資料 5-4 参照）。 

 

資料 5-4 修了生アンケートの結果２(該当項目の抜粋)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本 学 ポ ス ド ク （ 5）、科 学 技 術 振 興 機 構 （ ポ ス ド ク ）（ 2）、 I.S.T、ア ル バ ッ ク 、 産 業

技 術 総 合 研 究 所 （ ポ ス ド ク ）、 シ ャ ー プ 、 東 北 大 学 大 学 院 （ ポ ス ド ク ）、 日 立 金 属 、

フ ジ ク ラ 、フ ジ タ 、三 菱 電 線 工 業 、Rajshahi of Univers ity（ assistant professor）、

海 外 ポ ス ド ク  

○平成 19 年度修了者の主な就職先（復職者を除く） 

19 (76.0) 16 (64.0) 27 (77.1) 14 (70.0) 18 (75.0) 19 (72.9)

民間企業 4 (16.0) 6 (24.0) 10 (28.6) 5 (25.0) 7 (29.2) 6.4 (24.8)

大学教員 2 (8.0) 1 (4.0) 1 (2.9) 0 (0.0) 1 (4.2) 1 (3.9)

ﾎﾟｽﾄﾞｸ研究員 13 (52.0) 9 (36.0) 16 (45.7) 9 (45.0) 10 (41.7) 11 (44.2)

1 (4.0) 7 (28.0) 2 (5.7) 2 (10.0) 2 (8.3) 2.8 (10.9)

5 (20.0) 2 (8.0) 6 (17.1) 4 (20.0) 4 (16.7) 4.2 (16.3)

注）（　）は，当該項目に該当する者が修了者に占める割合で％。

15-19年度平均

修了者 25 25 35 20 24 25.8

15年度 16年度

就職者

復職者

その他

19年度17年度 18年度

非常にそう
思う

そう思う
どちらとも言
えない

あまりそうは
思わない

全くそうは思
わない

　本学では幅広い分野の専門科目の修得を修
了要件としているが、有意義な制度であった。 25.6 51.3 20.5 2.6 0

　主テーマの研究の経験（研究過程と論文提出）
は有意義であった。 38.5 46.2 12.8 2.3 0
　本学では様々な経歴の人が入学してくるが，そ
のような環境で学ぶことは有意義であった。 41.0 48.7 10.3 0 0

　本学で学んだことが役に立っている。
28.6 50.0 14.3 7.1 0

　本学の修士課程に在籍したことは有意義で
あった。 46.2 46.2 7.7 0 0

※平成11～16年度博士前期課程修了生を対象に，平成17・18年度に実施（ﾏﾃﾘｱﾙｻｲｴﾝｽ研究科の回答数　39）。

回答（％）
調査項目
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(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を大きく上回る。 

(判断理由) 

 バブルの後遺症が残っている時代に修了した者など、一流企業に就職した者の割合は決

して高いとはいえない。しかし、修了生アンケートでは、「さまざまな経歴の人が入学して

くる環境で学んだことは有意義であったか」の問いに約 90％が、「本学で学んだことが役

に立っているか」の問いに約 80％がそう思うと答えている。最終的に、本学の修士課程に

在籍したことについて 90％以上が有意義であったと答えており、基礎科学に重きをおいた

教育が社会において実を結ぶものであることを示したものと考えている(資料 5-4（P3-16）

参照)。 
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Ⅲ 質の向上度の判断 

                        

① 事例１「魅力ある大学院教育イニシアティブにかかわる取組」(分析項目Ⅱ) 

(質の向上があったと判断する取組) 

平成 17 年度において採択された、「ナノマテリアル研究者の自立支援育成」において、主分野・副分

野の専門教育とスキル教育・マネジメント教育が相補的に連携したカリキュラムを実施した。TA に採

用した学生に、先端機器に習熟させ、マニュアル作成や講習会を実施させ、スキル教育を通じての自立

育成を図った。また、学生の国際的視野を養うために、海外の大学、研究施設等での副テーマを支援・

奨励した(平成 17 年度４件、18 年度５件採択)。こうした自立支援型教育の経験を踏まえ、平成 19 年

度には「大学院教育改革支援プログラム」に「ナノマテリアル研究リーダーの組織的育成」が採択され、

キャリア対応型教育や協業活動を通じたグループリーダーとしての素養を身に付けるプログラムを実

践している。 
 

② 事例２「教育方法の改善」(分析項目Ⅲ) 

(質の向上があったと判断する取組) 

研究科内で定期的に FD 会議を実施した。FD 会議では、当番教員の授業における工夫や技術等につい

ての発表に対して他の教員から活発な質問があり、FD 活動に関する意識の向上に寄与したと判断され

た。これと並行して、平成 18 年度には教員相互の授業参観（教授：25 件、准教授：28 件）を実施し、

平成 19 年度には新たに授業に参画した助教（10 件)が授業参観を実施した。相互の授業参観とそのレ

ポートに基づく研修等の取り組みは、大学教員にとって従来にはなかったことであり、各教員が実地に

他の教員の授業から技術を学ぼうとする姿勢が見られ始めたとともに、授業に取り組む姿勢にも質の向

上があったと判断している。 

                     

③ 事例３「成績評価基準の共有」(分析項目Ⅲ) 

(質の向上があったと判断する取組) 

多様な学生に対応するため、授業科目の階層構造、分野指定、および、修学プロセスの要件との関連、

などのシステムを設けている。しかしながら、それについての教員側の意識が分散していると学生側に

混乱をもたらすことになる。たとえば、同じ階層の講義の間で難易度（成績や単位の修得率）に差があ

ると、良くない影響が現れることが考えられる。マテリアルサイエンス研究科では、学期の終わりに担

当教員が授業実施報告書を作成し、それを互いに閲覧できるようにする取組みを行っている。これによ

って、教員の意識の共有化が進み、学生側から見たときの難易度のバラつきが少なくなり、さらに相乗

的な効果により厳格な成績評価に基づいた体系的なシステムを構築しつつあるものと判断する。 

 

 



資料 2-1 授業科目一覧 
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４．２．１ 導入講義 

記号 授 業 科 目 名 開 講 時 期 担 当 者 摘  要 分野 

Ｍ111A 材料物理概論Ⅰ 1の1    富取  物理 

Ｍ111B 材料物理概論Ⅱ   2の1  小矢野  物理 

Ｍ112 材料化学概論 1の1    山口  化学 

Ｍ113 生物機能概論 1の1    高木･濵田  バイオ 

Ｍ122 英語(テクニカルコミュニケーション)Ⅱ E101  1の2  2の2 Mooradian   

Ｍ123 英語(テクニカルコミュニケーション)Ⅱ E102  1の2 2の1  Edwards   

(注) 材料物理概論Ⅰと材料物理概論Ⅱはいずれか片方のみを修了要件に含めることができる。 

４．２．２ 基幹講義 

記号 授 業 科 目 名 開 講 時 期 担 当 者 摘  要 分野 

Ｍ211 量子力学特論 1の1 1の2  村田，藤原  物理Ⅰ 

Ｍ212 統計力学特論  1の2 2の1 堀，栗栖  物理Ⅰ 

Ｍ213 応用電磁気学特論 1の1  2の1 水谷，岩崎  物理Ⅰ 

Ｍ221 有機分子化学特論 1の1  2の1 三浦，金子  化学Ⅰ 

Ｍ222 材料物性設計特論  1の2  下田・ダム  化学Ⅰ 

Ｍ223 有機材料物性特論 1の1   三宅  化学Ⅰ 

Ｍ224 無機材料化学特論  1の2  前之園  化学Ⅰ 

Ｍ225 物質構造解析特論   2の1 篠原  化学Ⅰ 

Ｍ231 生物有機化学特論 1の1   辻本  バイオⅠ 

Ｍ232 生体機能材料特論  1の2 2の1 藤本，芳坂  バイオⅠ 

Ｍ243 固体物理特論第一  1の2 2の1 堀田，山田  物理Ⅱ 

Ｍ245 応用物性数学特論 1の1 1の2  片山，大塚  物理Ⅱ 

Ｍ251 触媒化学特論   2の1 海老谷  化学Ⅱ 

Ｍ252 高分子設計特論   2の1 寺野  化学Ⅱ 

Ｍ253 高分子物性特論 1の1   佐々木  化学Ⅱ 

Ｍ254 機能性材料合成特論  1の2  川上  化学Ⅱ 

Ｍ261 生体分子機能特論  1の2 2の1 民谷，一石  バイオⅡ 

Ｍ262 生体材料分析特論   2の1 高村  バイオⅡ 

 

４．２．３ 専門講義 

記号 授 業 科 目 名 開 講 時 期 担 当 者 摘 要 分野 

Ｍ411 応用機器分析特論   2の1 大塚･栗栖･富取･高木 隔年開講※  

Ｍ412 複合材料特論    (未定) (開講未定)  

Ｍ413 極限材料特論    三宅･藤原･仕幸･栗栖 隔年開講 物理 

Ｍ414 デバイス物理特論   2の1 松村 ※ 物理 

Ｍ415 医用生体材料特論  1の2  塚原 隔年開講※ バイオ 

Ｍ418 医薬高分子特論    由井･上遠野 隔年開講 バイオ 

Ｍ419 機能性界面特論  1の2  由井 隔年開講※ 化学 

Ｍ420 固体物理特論第二   2の1 鈴木･片山 ※ 物理 

Ｍ421 エレクトロニクス特論  1の2  鈴木 ※ 物理 

Ｍ451 英語(テクニカルコミュニケーション)Ⅲ E301 1の1  2の1 Edwards   

Ｍ452 英語(テクニカルコミュニケーション)Ⅲ E302  1の2 2の2 Edwards   

Ｍ453 英語(テクニカルコミュニケーション)Ⅲ E303 1の1  2の1 Mooradian   

(注１) 次年度開講予定の科目については変更する場合がある。         （※は19年度開講） 
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４．２．４ 先端講義 

第１表 

記号 授 業 科 目 名 開 講 時 期 担 当 者 摘  要 分野 

Ｍ611 固体・表面電子構造特論 1の1   富取･堀･高村(由) 隔年開講※ A 

Ｍ612 光物性特論    水谷･佐野･Lee 隔年開講 A 

量子現象特論１   2の1 片山･栗栖･中本 隔年開講※ 
Ｍ613 

量子現象特論２    岩崎･Friedlein 隔年開講 
D 

1の1   松村･大平･堀田 隔年開講※ 
Ｍ614 先端デバイス特論 

   山田･藤原･山本 隔年開講 
D 

   辻本･大木･水上 隔年開講 
Ｍ615 先端生体機能特論 

1の1   高木･高村 隔年開講※ 
C 

   民谷･由井･山村 隔年開講 
Ｍ616 先端生体材料特論 

 1の2  一石･平塚･川上(勝) 隔年開講※ 
C 

Ｍ617 分子設計特論    川上･篠原･金子 隔年開講 B 

Ｍ618 材料設計特論 1の1   佐々木･前之園･海老谷 隔年開講※ B 

Ｍ619 材料形態特論    寺野･谷池･辻･山口 隔年開講 E 

Ｍ620 電子機能特論  1の2  村田･羽曾部 隔年開講※ E 

Ｍ621 先端計算材料科学特論   2の2 下田･ダム ほか ※ F 

(注１) 先端講義は，原則として英語により行う。                    （※は19年度開講） 

(注２) 次年度開講予定の科目については変更する場合がある。 

 

４．２．５ 共通科目 

記号 授 業 科 目 名 担 当 者 開 講 時 期 摘  要 単位数 

O11 人間科学 山田 友幸  ２ 

O13 企業経営 柳下 和夫  ２ 

O14 世界経済 岩本 武和  ２ 

O15 国際特許法 吉国信雄，大友信秀  ２ 

石垣 壽郎  ２ 
O16 科学哲学・科学史 

吉田 夏彦(MOT)  ２ 

O23 一般ビジネス論 清家 彰敏  ２ 

O24 一般メディア論 蓮見 智幸  ２ 

札野 順  ２ 
O26 科学技術者の倫理 

札野･大来･大場(MOT)  ２ 

赤坂・和田(MOT)  １ 
O27 

ベンチャー・ビジネス実践論Ⅰ 

ベンチャー・ビジネス実践論Ⅱ 赤坂・山口・和田・赤羽 

集中講義 

 ２ 

O28 先端科学セミナーⅠ  別途通知する  １ 

O29 先端科学セミナーⅡ  別途通知する  １ 

O33 英語(テクニカルコミュニケーション)Ⅰ E001 Edwards, Holden 1の1 1の2 2の1 2の2  ２ 

O34 英語(テクニカルコミュニケーション)Ⅰ E002 Mooradian 1の1 1の2 2の1 2の2  ２ 

O39 ロジカルシンキング 井門 良貴   ２ 

O40 学際コミュニケーション論 小林 他   ２ 

O41 技術経営入門 田浦 他   ２ 

O42 地域再生システム論    ２ 

O43 統合科学技術概論Ⅰ (未定)   ２ 

O44 統合科学技術概論Ⅱ (未定)   １ 

 

 

（出典：「平成19年度履修案内」259～262頁） 



資料 2-2 博士前期課程のスケジュール 

 

（出典「平成 19 年度履修案内」271 頁） 

２年次履修計画書 
提出（４月下旬） 

特論・研修 
（研究，ゼミ） 

副テーマの申請と 
研究遂行及びまとめ 

副テーマ指導教員の決定 
(2の1期終了後=12月初旬) 

    

研究室配属希望届（６月上旬） 
研究室配属決定  

【マテリアルサイエンス研究科】 

博士前期課程のスケジュール表 （参考） 

 

      〈授業計画〉          〈研究室所属と研究テーマの決定手続〉 

研究室仮配属  

  １年次履修計画書提出（４月下旬） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
４    

５   
 
（1の1）期 

６   

７   

 （1の2）期 

８   夏期休業 

９    ９月期 集中講義 

 
10   

11   

 

 
 
（2の1）期 

  （2の2）期 
12  

冬期休業 

１  
  

２    

 
 
２月期 集中講義 

一 
 

 

年 
 

 

目 

３  
春期休業 

４  
 

５   
 （1の1）期 

６   

７   

 （1の2）期 

８   夏期休業 

９    ９月期 集中講義 

10   

11   

 （2の1）期 

  （2の2）期 
12  

 冬期休業 

１  
  

２    

 
 
２月期 集中講義 

二 
 

 

年 
 

 

目 

３     

研究計画提案開始 
 

提案書の提出  

まとめ      
学位申請書提出   

（１月末） 
修士論文提出    

（２月中旬） 
 
 

学位記授与（３月） 

後期課程進学願書     主テーマの研究遂行 

提出（６月下旬）                 
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資料 2-3 博士後期課程のスケジュール 

（出典「平成 19 年度履修案内」275 頁） 

【マテリアルサイエンス研究科】 

４．６ 博士後期課程の学位授与にいたるスケジュール 

以下に記したのは，４月に入学し，３年間で学位論文を提出することができる場合の標準的なスケジュー

ルである。 

 

副テーマ研究計画提案書  研究科長に提出                 １年の２月末まで 

 

研究計画書    指導教員に提出                 １年の２月末まで 

         指導教員による審査（承認後学生課に提出）     １年の３月末まで 

 

副テーマ     予備審査願の提出前までに終了していること 

 

学位論文の骨子  学生課に提出                  ３年の７月上旬まで 

 

予備審査願    主要な成果の概要と学位論文の題目を研究科長   10月上旬 

          （学生課）に提出 

 

論文の草稿    ５名（以上）の予備審査委員に配付        予備審査の２週間前 

                                 まで 

 

予備審査                             12月中 

 

学位申請     予備審査に合格していること。学位申請書，学   １月上旬 

位論文，副テーマ論文等の必要書類を学長（学 

生課）に提出 

 

［審査委員の決定］                        １月中 

 

公聴会，本審査会及び最終試験                   ２月上旬 

 

［学位授与に関する審査］                     ２月中 

 

製本論文及び   本審査に合格した場合に学生課に提出       ３月下旬まで 

副テーマ論文 

（簡易製本） 

 

学位記授与式                           ３月下旬 
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資料 2-4 教育コースの概要 
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（出典：「JAIST 大学案内 2007」23 頁） 
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ナノマテリアルテクノロジーコースの目的及び概要 

 

＜目的＞ 

ナノマテリアルテクノロジーセンターは，本学の学内共同教育研究施設の一つとして平成４年４月に設置され

た新素材センターを改組し，新たな教育コースを設けて平成１４年４月に設置されました。 

同センターで開設するナノマテリアルテクノロジーコースは，ナノテクノロジーの高度な専門知識と実験技術

を広範囲に修得し，企業・研究所等で即戦力となる優秀な人材の輩出を目的としています。 

 

１．開始時期 

コースの開始時期は各期の初めからとします。どの期から履修を始めてもかまいませんが，原則として，１年

以内に所定の単位を修得して下さい。 

 

２．対象者 

大学院生，企業の技術者・研究者，研究所の研究員等 

 

３．履修手続 

企業・研究所等に在籍する方は科目等履修生として，本学以外の大学院に在学する方は特別聴講学生として本

学に入学し，所定の手続を行ってください。上記の身分で本学に入学するには，各期の１ヶ月以上前に手続が必

要です。また，本学の大学院に在学する学生が同コースの科目を履修することも可能です。詳細な履修手続等に

関しては教務係に問い合わせてください。 

 

４．開講科目 

分野 授業科目名 開講学期 担当教員 単位数 開講時間 

N001 ナノデバイス加工論（実習付） ２の１  鈴木(寿)・仕幸 ２ ４,５限 

N002 ナノバイオテクノロジー論（実習付） ２の１ 塚原・高村・鈴木(仁) ２ ４,５限 

N003 ナノ分子解析論（実習付） ２の１ 大木・辻本 ２ ４,５限 

N004 ナノ固体解析論（実習付） ２の１ 
佐々木・堀田・西岡・ 

大塚・Noh・富取 
２ ４,５限 

ナ ノ テ

ク ノ ロ

ジ ー 基

幹科目 

N005 ナノ材料分析論（実習付） ２の１ 
川上・篠原・前之園・ 

金子・山口 
２ ４,５限 

N006 ナノ情報通信材料論 １の２ 
山田・水谷・鈴木(寿)・

松村・下田 
２ ４,５限 

N007 ナノ生体デバイス論 １の２ 
塚原・大木・藤本・芳坂・

三浦 
２ ４,５限 

ナ ノ マ

テ リ ア

ル 専 門

科目 
N008 量子デバイス材料論 １の２ 

山田・片山・堀・三宅・ 

藤原・村田・篠原 
２ ４,５限 

N009 先端ナノデバイス論 ２  

N010 ナノ構造・機能材料論 ２  

ナ ノ マ

テ リ ア

ル 応 用

専 門 科

目 
N011 先端ナノ測定技術論 

２の1から 

２の２の間， 

適宜開講※ 

研究科・センター教員 

および学外講師 

２  

※ナノマテリアル応用専門科目は原則的に２の１期から２の２期の間に金沢キャンパスにて適宜開講する。 

 

５．修了要件 

原則として１年以内に，実習付講義であるナノテクノロジー基幹科目から１科目２単位以上，ナノマテリアル

専門科目またはナノマテリアル応用専門科目から１科目２単位以上を含む，合計４科目８単位以上を修得するこ

とによりコースを修了したものとします。 所定の単位を修得した者に対しては，修了証書を発行します。 

（出典：「平成19年度履修案内」373頁） 

資料 3-2 ナノマテリアルテクノロジーコースの目的及び概要 
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